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序

　本書は平成２０年度に実施した城北遺跡の発掘調査結果をまとめたものです。城北遺跡は、

山形市立第七小学校の敷地内に所在します。第七小学校は昭和８年に建築された建物で、

老朽化のために校舎の改築とグランド整備が予定されていました。

　小学校敷地は「山形城三の丸跡」の範囲内に位置しており、敷地北側は三の丸の堀に隣

接していると推定されていたことから、教育委員会では改築工事に先立ち試掘調査を実施

しました。この遺跡は、その結果新たに発見された平安時代の遺跡です。

　教育委員会では、開発事業と埋蔵文化財保護について関係機関と協議を行ない、記録保

存を目的とした緊急発掘調査を実施することになりました。調査では、山形城三の丸堀跡

や、屋敷地を区画したと推定される溝跡などの江戸時代の遺構や遺物のほか、平安時代の

遺構や遺物も確認され、中でも県内では初となる石製「私印」が出土しました。「私印」は

おおよそ９世紀中頃の所産と推定され、その他の遺構・遺物も含めて当時の社会情勢を研

究する上で貴重な成果を得ることが出来ました。

　本書が、埋蔵文化財の保護と啓蒙のために、そして皆様の郷土史探求の一助としてご活

用いただければ誠に幸いです。

　最後になりましたが、調査にあたって埋蔵文化財の保護に特段のご理解をいただき発掘

調査に多大なご協力をいただきました山形市立第七小学校をはじめ、事業者や工事関係者

の皆様並びに関係各位に厚く御礼申し上げます。

　平成２１年３月

山形市教育委員会　　　

教育長　後藤　恒裕　



例　　言

１　本書は平成２０年度に実施した「山形城三の丸跡（城北遺跡）」の緊急発掘調査の報告である。

２　調査は山形市教育委員会が実施した。

３　調査要項は以下の通りである。

  遺 跡 名  山形城三の丸跡（やまがたじょうさんのまるあと）・城北遺跡（じょうほくいせき）

  所 在 地 山形市城北町二丁目

  遺 跡 番 号 山形県中世城館遺跡番号２０１－００２・平成１７年度新規

  現 地 調 査 平成２０年５月７日～９月３０日

  整 理 作 業 平成２０年１０月２１日～平成２１年３月３１日

  調 査 主 体 山形市教育委員会

  調査実施機関 山形市教育委員会社会教育課

  調査担当者  課 長 齋藤　　悟  課 長 補 佐 冨木慶太郎

    文化財保護係長 小野　　徹  主 任 須藤　英之（調査主任）　國井　　修

    臨 時 職 員 長岡由梨子　齋藤　隆介

  調 査 指 導 山形県教育庁文化遺産課

４　本書の作成は須藤英之・國井修・長岡由梨子があたり、執筆は須藤・國井が行った。執筆

分担は以下の通りである。なお、出土した「私印」について、東北芸術工科大学准教授　

北野博司・山形大学准教授三上喜孝氏の両氏よりご教示をいただいた。また、出土石製品

の石材については山形県立博物館の石山泰規・伊藤修の両氏よりご教示をいただいた。

　　Ⅰ・Ⅲ：國井　Ⅱ・Ⅳ～Ⅴ：須藤

５　発掘調査及び出土遺物の整理にあたっては以下の方々から御協力いただいた。記して感謝

申し上げる。（敬称略・順不同）

伊藤桂子　栗原清子　栗原武夫　笹利幸　三部秋夫　富沢啓広　荒井治良　芦名久子　佐々木

郁子　深瀬美貴子　小此木真理　河村美佳　高柳俊輔　海藤元　村上詩乃　阿部幸雄　清水理

太郎　高橋静　村松英里菜　西田忠光

揚妻昭一郎（最上義光歴史館）　丸吉繁一（山形県教育庁文化遺産課）　小嶋康広（山形県教育庁

文化遺産課）　押切智紀（山形県立博物館）　長橋至（財団法人山形県埋蔵文化財センター）　伊

藤邦弘（財団法人山形県埋蔵文化財センター）　庄司隆志（財団法人山形県埋蔵文化財センター）

吉田満（財団法人山形県埋蔵文化財センター）　�桑登（財団法人山形県埋蔵文化財センター）　

菅原哲文（財団法人山形県埋蔵文化財センター）　�橋拓（山形大学大学院生）　北野博司（東北

芸術工科大学）　手代木美穂（東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター）　三上喜孝（山形

大学）　原明芳（長野県立歴史館）　三春誠

６　委託業務は下記の通りである。

　　基準点測量：株式会社パスコ

　　補助業務：株式会社千歳建設

７　出土遺物、調査記録類については、山形市教育委員会で一括保管している。 



凡　　例

１　本書で使用した遺構・遺物の分類記号は以下の通りである。

　　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＤ：溝跡・堀跡　ＳＰ：不明柱穴　ＳＸ：性格不明遺構　

　　ＳＭ：集石遺構　Ｓ：礫　Ｐ：土器　Ｗ：木

２　遺構番号は現地調査段階での番号を報告書においても踏襲した。

３　本書で使用した地形図等は以下の通りである。

第２・３図　国土地理院発行１／５０，０００地形図『山形』　ＮＪ－５４－２１－１１を１／７５，０００に縮小

第５図　山形市発行１／２５００山形広域都市計画図を１／１２，５００に縮小

４　遺跡概要図・遺構実測図中の方位は真北を示している。

５　グリッドの南北軸はＮ－１０°９′２６″－Ｅを測る。

６　遺構実測図は、１／２０、１／４０、１／２００その他の縮図で採録し、各々スケールを付した。

７　遺構実測図中において、炭確認範囲は（■■）、焼土・白色粘土確認範囲は（■■）で示して

いる。

８　遺構実測図中の水糸レベルは標高を表す。

９　土層観察において、遺跡を覆う基本層序については、ローマ数字で表している。

１０　基本層序及び遺構覆土の色調記載については、『新版土色帳』（小山・竹原：１９９７）に拠った。

１１　遺物実測図は１／３その他の縮図で採録し、各々スケールを付した。

１２　遺物実測図中の土器において、断面白抜きは土師器、断面黒ベタが須恵器、断面（■■）が

赤焼土器、断面（■■）がかわらけを表す。また、内外面の黒色化処理やスス痕跡を網掛け

で表している。その他、必要に応じて凡例を付している。

１３　遺物観察表中の計測値において（）内は図上復元による推定地を、〔〕は残存値を、－は計

測不能を示す。単位は㎜を使用している。また層位欄のＹは床面を表す。

１４　遺物番号は本文・表・挿図・写真図版とも一致している。

１５　遺物注記は、Ｈ２０ジョウホク（グリッド）（遺構番号）（層位）（登録番号）の順で記載している。

１６　出土陶磁器の年代観及び時期区分の表現については、下記の文献に依った。

・大橋康二２０００「Ⅰ　九州陶磁概論」『九州陶磁の編年』九州近世陶磁学会

・財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター２００１『瀬戸大窯とその時代』

・上田秀夫１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類」『貿易陶磁研究』第２号

なお、全体の文責は筆者である須藤にある。
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Ⅰ　遺跡の位置
１　地理的環境
　山形市は山形県の中部東側、県域を貫流する最上川の流域に並ぶ盆地列の一つである山形盆

地南半に位置する。東側は奥羽脊梁山地に属する蔵王及び面白山山地の西面を、西側は白鷹山

地の一部を含んでいる。総面積は約３８２平方㎞で、市域の約７割が山地及び丘陵地地帯となって

いる。市域の最高点は蔵王熊野岳（標高１８４０．５ｍ）で最低点は市域北西端の大字中野目（標高

約９２ｍ）である。

　市域は、大きく奥羽山地域・山形盆地域・白鷹山（西部丘陵）地域の３つの地域に区分され

ている。本遺跡の所在する山形盆地域は、東側を市南東部より北流する馬見ヶ崎川及び市北東

部の二口峠付近より西流する立谷川の形成した扇状地で占められている。西部及び北西部では、

南蔵王に源を発し市南西部から北流する須川と白川（馬見ヶ崎川下流）の沿岸に氾濫原が広が

り低地帯を形成している。この低地帯には上記河川の旧流路に起因する自然堤防が点在してい

る。本遺跡付近は馬見ヶ崎川の形成した扇状地の扇端部から扇央部にあたり、標高は１２５ｍを測

る。現在の馬見ヶ崎川は近世初期に山形藩主鳥居忠政により改修された流路とされており、近

世初頭頃は本遺跡北方の下条町の南側を西流していたと推定されている。よって本遺跡はちょ

うどこの旧馬見ヶ崎川の左岸の自然堤防上に位置していたと推定される。遺跡周辺は南東から

北西へ緩やかに傾斜しており、区画整理前には水田地帯であったことが明治期の地形図から読

み取ることができる。

　また、今回の調査区は山形城三の丸の堀及び土塁付近に相当するが、周辺住民の聞き取りに

よれば堀跡は近代まで落ち込みとして存在しており、夏場は付近の子どもたちが水浴びをして

遊んだという事から、かなりの地下水の湧出があったと想像される。加えて下条町付近には昭

和初期まで多数の井戸が掘られ、生活用水及び農業用水として用いられたという。現在では工

業用水の汲み上げにより地下水位が下がってしまい、検出された堀底から水が湧くことはな

かったが、江戸期においては馬見ヶ崎川の流路が変更された後にも自然湧水により堀には水が

湛えられていたと推定される。

２　歴史的環境
　山形城は、延文元年（１３５６年）に奥州大崎（現在の宮城県大崎市付近）より山形に入部した

最上家の始祖である斯波兼頼がその原型を作ったといわれている。その後、最上家１１代当主義

光の時代（戦国時代末期）に整備改築したと云われ、当時は本丸（東西約１４４ｍ、南北約１３３ｍ）、

二の丸（東西約４３３ｍ、南北約４７４ｍ）、三の丸（東西１５５３ｍ、南北１６１７ｍ）の三重の堀を有する

大規模な平城であったといわれる。元和８年（１６２２年）、最上氏が改易されると、鳥居忠政が入

部し山形城の大規模な改修を行っている。その範囲は二の丸までで、三の丸に関してはほとん

ど行われなかったと云われている。寛永１３年（１６３６年）の鳥居家断絶以後、その後入部した保

科正之以降は山形藩の石高は次第に減少していき、最後の藩主である水野氏時代は約５万石で

あったといわれる。このような過程の中で城の維持が困難となると、三の丸内は次第に畑地と
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して利用されるようになり、幕末にはほとんどが畑となったようである。このような状況は発

掘調査の結果からも確認され、山形駅西口再開発事業に伴う城南町及び双葉町遺跡の発掘調査

では１６～１７世紀代の遺物が主体を占め、それ以降の遺物はほとんど出土しない状況を呈してい

る。また明和４年（１７６７年）に入部した秋元氏は１８世紀後半に山形城の改修を行い、二の丸大

手門外の東方に「新御殿」を建設し、三の丸東側に侍長屋を建設している。

　明治維新以後は廃城となり、明治３年（１８７０）に山形県が設置されると、三の丸堀が次第に

埋め立てられていく。明治期には東半はほとんど埋め立てられ、昭和初期には完全に図上から

姿を消している。西側の堀は明治末頃までは残っていたようであるが、次第に埋め立てられ昭

和３１年発行三千分の一都市計画図では、現在の双葉公園付近を除き、堀外周の小道によりその

存在を示すのみとなった。現在、三の丸堀及び土塁の痕跡として最も顕著に残るのは、国指定

史跡となっている歌懸稲荷神社（十日町）付近の土塁及び堀跡である。堀底から土塁上までの

比高差約５ｍ、長さ約３０ｍの土塁が現存しており、その外側には幅約１０ｍ、深さ約３ｍの堀が

まわっている。発掘調査では、平成１４年度に山形市教育委員会が実施した山形市立第一小学校

改築に伴う調査により三の丸東側、横町口北側の堀跡を、平成２０年度に山形県埋蔵文化財セン

ターが実施した県道東原村木沢線（春日町）に伴う調査により、三の丸西側、飯塚口付近の堀

の一部を確認している。

　今回調査を実施した地点は下条口から肴町口の間の部分で、ちょうど堀跡が北側へと屈曲す

る部分である。絵図には重臣の武家屋敷の記載はないが、付近に“元厩”の小字名が残る。

　山形市立第七小学校は昭和８年に完成し、その敷地は三の丸土塁及び堀跡部分まで広がる。

また付近は昭和９年から１８年まで城北土地区画整理事業が実施され、当初は三の丸堀を緑地と

して残すこととしていた。しかしながら、大東亜戦争の勃発により施行期間が延長となり、財

政難により土地を給料の代わりとして分けてしまい、一部山形市立第七小学校北側のみつばち

公園の用地としてその痕跡を残すのみとなった。このような区画整理が行われたものの、付近

には近世以降ほとんど変わらない街道筋が各所に残っており、往時の風景を偲ばせている。

　今回の調査では近世の遺構の他、平安期の遺構・遺物が確認されている。本遺跡を含む山形

市街地ではこれまで古代の遺跡は確認されなかったが、近年は市街地での発掘調査事例が増加

し、奈良～平安時代に帰属する遺物の出土例が増加してきている。これまで山形市域の、特に

馬見ヶ崎川扇状地については、扇端部から沖積平野にかけての湧水帯に遺跡が立地し、高位の、

即ち扇端部から扇央部にかけては遺跡が立地しないと考えられてきた。しかしながら、近年で

は概ね標高１２０～１３０ｍ付近の現在の地形区分でいうところの馬見ヶ崎川扇状地の扇端部から扇

央部にまで平安期の遺跡が確認されるようになった。山形県埋蔵文化財センターが平成２０年度

に発掘調査を実施した山形城三の丸跡（旅篭町付近）では、市南部松原地区に所在する９世紀

の瓦窯である小松原窯跡産の瓦が出土し、官衙的集落の存在が示唆され、また同調査区では市

内では出土例の少ない７世紀代の遺物が出土しており、これまでと様相の異なる古代集落の分

布が徐々に明らかになりつつある。 
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表１　遺跡地名表（１）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市城北町Ｈ１７登録城北１

一部国指定史跡旧山形市街地Ｈ７新規（２０１－００２）山形城三の丸２

国指定史跡。別称：霞ヶ城山形市霞城町字古城１（２０１－００１）山形城３

別称：城南町一丁目、城南一丁目山形市城南町Ｈ９新規城南町４

山形市双葉町Ｈ９新規双葉町５

山形市宮町１丁目Ｈ７新規（２０１－０３１）西根小但馬屋敷６

別称：五中土師山形市薬師町一丁目８番地２薬師町五中７

山形市宮町４丁目２３５０宮町円応寺８

山形市鈴川町二丁目１８（２０１－０４０）内城９

山形市大野目町字堅田２７大野目１０

山形市山家町字野伏山２８（２０１－０１８）山家楯１１

別称：浜田元屋敷山形市大野目字浜崎Ｈ７新規（２０１－０４６）浜田館１２

山形市大字風間字砥切山１７８（２０１－０１９）風間楯１３

山形市大字中里３８１８３中里１４

山形市大字風間字寺西１７４寺西１５

山形市大字風間字北向、
大字青柳字一本木Ｈ１３新規北向１６

山形市大字青柳字一本木１４９一本木Ａ１７

山形市大字青柳字一本木１５０一本木Ｂ１８

山形市大字青柳１５１青柳楯１９

山形市大字漆山字伊達の城１７１（２０１－０２１）伊達城２０

山形市大字漆山字南志田・大壇Ｈ１４新規南志田２１

山形市大字漆山字梅ノ木Ｈ９新規梅ノ木２２

別称：漆山一ノ坪山形市大字漆山字一ノ坪Ｈ９新規一ノ坪２３

天童市大字清池字伊達城２３５（２１０－０１７）伊達城２４

天童市大字清池Ｈ７新規三千段２５

天童市大字長岡字中里２４７中里Ｂ２６

天童市大字清池字笠仏２３８永源寺２７

天童市大字清池字村東２４３村東Ｂ２８

天童市大字高擶Ｈ７新規清池２９

天童市大字清池字火矢塚２４１火矢塚３０

天童市大字高擶字礼井戸２４８清池西３１

天童市大字高擶Ｈ７新規入水３２
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表１　遺跡地名表（２）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市大字漆山Ｈ７新規（２０１－０２０）漆山館３３

山形市大字漆山字北道上１６８北道上Ｂ３４

別称：千手堂山形市大字千手堂字大門１４０千手堂大門３５

山形市大字青柳字大明神１４３大明神３６

山形市大字漆山字長表Ｈ８新規漆山長表３７

山形市大字下柳１５４下柳Ｃ３８

山形市大字長町字境田１３３境田Ａ３９

山形市大字長町字境田Ｓ５６新規境田Ｄ４０

山形市大字長町字境田１３４境田Ｂ４１

山形市大字長町字境田Ｓ５６新規境田Ｃ́４２

山形市大字長町字境田１３５境田Ｃ４３

別称：見崎土師山形市大字見崎５３１５９見崎４４

山形市大字天神１３７天神４５

山形市大字中野字新井田１５８新井田４６

山形市天神町Ｈ７新規（２０１－０３３）同心屋敷４７

山形市大字渋江字向河原Ｈ２新規向河原４８

山形市大字渋江字田中９７１６０渋江４９

山形市大字渋江Ｈ７新規（２０１－０２９）渋江館５０

山形市大字成安字八幡田３１９１７２八幡田５１

山形市大字中野目字赤坂、
中山町大字長崎字川前Ｈ１３新規川前２５２

山形市大字中野字上敷免Ｈ１６新規上敷免５３

中山町大字長崎字川前３９８川前５４

中山町大字長崎字川前Ｈ１３新規川前飛び地５５

中山町大字達磨寺字達磨３９９　４００達磨寺５６

山形市大字中野字上敷免１５２１５７春日堂５７

別称：中野山形市大字中野字馬洗場Ｈ２新規馬洗場Ｂ５８

山形市大字中野字馬洗場Ｈ２新規馬洗場Ａ５９

山形市大字中野字藤治屋敷Ｈ２新規藤治屋敷６０

山形市大字中野字服部１５６服部６１

山形市大字中野字楯１３９（２０１－０２６）中野城６２

山形市大字今塚字長表Ｈ３新規長表６３

山形市大字今塚Ｈ７新規（２０１－０３２）今塚楯６４
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表１　遺跡地名表（３）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市大字今塚字壇の前１３６今塚６５

山形市大字中野字八ツ口Ｈ３新規八ツ口６６

山形市大字河原田Ｈ４新規河原田６７

山形市大字江俣字行才Ｈ３新規行才１６８

山形市大字梅野木前Ｈ３新規梅野木前１６９

山形市大字梅野木前Ｈ３新規梅野木前２７０

山形市大字馬上台Ｈ５新規馬上台７１

山形市大字陣場新田字熊ノ木Ｈ１０新規熊ノ木７２

山形市大字陣場字志戸田縄Ｈ１０新規志戸田縄７３

山形市大字志戸田字茨田１２６塚田７４

山形市船町字月山Ｈ２０登録月山７５

中山町大字達磨寺字西屋敷３０２－００４松下屋敷７６

中山町大字金沢字墓戸７７－２４０９墓戸７７

中山町大字柳沢４０５柳沢条里７８

中山町大字金沢字三条目３０２－００７竹ノ花７９

中山町大字金沢字銅屋敷３０２－００２銅屋敷８０

中山町大字金沢字前田４０４、４０５４０４前田８１

山辺町大字大寺字新館３５５（３０１－０１２）新館８２

山辺町大字大寺字熊沢
（大字大寺字西光山）３５２（３０１－０１１）西光山館８３

山辺町大字大寺字上江、新田３５６山辺北条里８４

山辺町大字大寺字竹の花（塚田）３５３塚田８５

山辺町大字大寺字蓮台寺
（弁慶塚）３４７蓮台寺８６

山辺町大字大寺字諏訪原３４８諏訪原８７

山辺町大字山辺字北町３４６（３０１－０１３）高楯城８８

山辺町大字山辺字楯　他３４５（３０１－０１４）山野辺城８９

山辺町大字山辺字庚段Ｈ１１新規柳清水９０

山辺町大字山辺字庚段Ｈ１１新規庚段９１

山辺町大字山辺字嶋之前Ｈ１１新規嶋之前９２

山辺町大字三河、清水３９４山辺南条里９３

山形市大字下反田字小楯１２３下反田９４

山形市大字下反田字内城１２１大曽根条里９５

山形市大字古館Ｈ７新規（２０１－０２５）古楯９６
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Ⅰ　遺跡の位置

表１　遺跡地名表（４）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市大字古館字高橋２７４－１１２２高橋９７

山形市大字下反田字梅在家Ｈ１１新規梅在家９８

山形市大字志戸田字楯ノ内１２８椹沢楯ノ内９９

山形市大字椹沢字下椹沢Ｈ７新規（２０１－００５）椹沢楯１００

山形市大字飯塚字上飯塚Ｈ７新規（２０１－００４）飯塚館１０１

山形市大字村木沢字愛宕山１１９愛宕山１０２

別称：佐野楯山形市大字村木沢字佐野Ｈ７新規（２０１－００７）台の上楯１０３

山形市大字村木沢字金沢Ｈ１２新規金沢１０４

別称：長岡楯山形市大字村木沢字長岡Ｈ７新規（２０１－００６）村木沢楯１０５

山形市大字村木沢字悪戸Ｈ７新規（２０１－０３４）局屋敷１０６

山形市大字門伝字北沢Ｈ７新規（２０１－０１０）門伝楯１０７

山形市大字富神台字樋渡Ｈ２新規樋渡１０８

別称：塩辛田Ａ、Ｂ山形市大字柏倉字塩辛田１７塩辛田１０９

山形市大字柏倉字館２０館１１０

山形市大字柏倉字中丁Ｈ７新規（２０１－０４５）柏倉館１１１

別称：柏倉土師、柏倉山形市大字柏倉字坊屋敷２４坊屋敷１１２

別称：大清水Ｋ山形市大字柏倉字金池１４６金池１１３

山形市大字柏倉字大清水Ｓ５２新規大清水１１４

山形市大字菅沢Ｈ７新規（２０１－０１２）菅沢山本陣１１５

山形市大字百目鬼１１３百目鬼１１６

別称：石関山形市五日町字長苗代１５五日町１１７

山形市五日町字長苗代１３長苗代条里１１８

山形市大字南館字おいせの前Ｈ７新規（２０１－００３）南館１１９

山形市鉄砲町一丁目Ｈ１７登録鉄砲町一丁目１２０

山形市鉄砲町１丁目１５－６４２９山形西高敷地内１２１

山形市鉄砲町三丁目１５４Ｈ１６新規鉄砲町三丁目１２２

山形市荒楯町４６（２０１－０２３）荒楯１２３

山形市青田４８青田１２４

山形市大字平清水Ｈ７新規（２０１－０４２）平清水館１２５

山形市松波二丁目十二柳
（大字小白川字向山）１２（２０１－０２２）三浦屋敷１２６

山形市小白川４丁目Ｈ７新規（２０１－０３５）金谷館１２７

別称：盃山山形市大字小白川字向山１１小白川向山１２８
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表１　遺跡地名表（５）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市大字釈迦堂字南在家４０釈迦堂裏１２９

別称：妙見寺山形市大字妙見寺３７千葉屋敷１３０

山形市大字八森Ｈ７新規（２０１－０４３）楯山楯１３１

山形市大字岩波Ｈ７新規（２０１－０３９）岩波館１３２

山形市大字飯田Ｈ７新規（２０１－０１７）飯田館１３３

別称：氏家館山形市蔵王成沢６３（２０１－０１４）成沢城１３４

山形市大字成沢字久保田Ｈ７新規（２０１－０１５）泉出城１３５

山形市桜田南Ｈ９新規成沢西１３６

山形市吉原Ｈ１１新規吉原Ⅶ１３７

山形市三つ江Ｈ９新規吉原Ⅳ１３８

山形市三つ江Ｈ８新規吉原Ⅱ１３９

山形市若宮Ｈ９新規吉原Ⅲ１４０

山形市吉原字若宮Ｈ８新規吉原Ⅰ１４１

別称：吉原館の内山形市大字吉原字館ノ内１０８（２０１－０２４）若宮の楯１４２

山形市柳原Ｈ１１新規吉原Ⅵ１４３

山形市前明石１０９鏡ヶ渕１４４

山形市前明石１１０落合１４５

別称：堂の前山形市大字二位田１０５二位田１４６

山形市大字二位田１０７寺裏１４７

山形市大字長谷堂字萩原１０１萩原１４８

山形市大字片谷地字元屋敷Ｈ１２新規山形元屋敷１４９

別称：谷柏Ｙ、石田、谷柏山形市大字谷柏字沢田８３沢田１５０

谷柏式土器（古墳中期）標式遺跡。沢田遺跡包括。
別称：谷柏土師、皆川土師、谷柏集落、皆川下山形市大字谷柏８５谷柏１５１

別称：中谷柏、谷柏山形市大字谷柏８４谷柏Ｊ１５２

山形市大字谷柏字元上谷柏Ｈ１３新規上谷柏１５３

別称：石田土師、石田裏山形市大字谷柏元上谷柏字石田８２石田１５４

別称：上ノ山山形市大字谷柏９４高崎山１５５

山形市大字谷柏Ｈ７新規（２０１－０１３）谷柏館１５６

別称：高崎土師山形市大字谷柏９３高崎１５７

山形市大字片谷地７９片谷地１５８

別称：松原山形市大字松原字横手７５横手区１５９

山形市大字松原６６松原１６０
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表１　遺跡地名表（６）

備　　　　　　考所　　在　　地県遺跡番号（中世城館遺跡番号）遺跡名番号

山形市大字松原１１７９－２他６７オサヤズ窯１６１

平成１０年度登録抹消。山形市大字松原字石原坂１７５３－
４７０石原坂Ａ１６２

別称：石原坂Ｂ山形市大字松原字石原坂１７５３－
１２他７１小松原窯１６３

山形市大字松原字石原坂１７３３－
１７７７長者屋敷１６４

別称：ガラミキ山形市大字谷柏字熊野堂９６熊野堂窯１６５

山形市大字長谷堂字城山１０４（２０１－０１１）長谷堂城１６６

出土遺物市指定文化財。山形市大字長谷堂字百々山９９百々山１６７

山形市大字長谷堂字漆坊１０３漆坊１６８

別称：隔馬場山形市隔馬場字馬小馬９７風穴１６９

上山市久保手久保手窯１７０

山形市蔵王半郷字西の宮Ｈ５新規西の宮１７１

山形市大字神尾５３神尾Ｂ１７２

別称：神尾窯山形市大字神尾字三本木５７三本木窯１７３

山形市大字神尾５４神尾Ｃ１７４

山形市大字神尾５５神尾Ｄ１７５

別称：上野チャシ山形市蔵王上野Ｈ７新規（２０１－０１６）上野館１７６

山形市千歳二丁目沖の原
（落合沖ノ原の内楯の堀）１３１（２０１－００８）落合楯１７７
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表２　山形藩主一覧

移封地（万石）入封・移封年月日前封地（万石）石高官　　職城主名

延文元年八月（１３５６）入部
延文二年（１３５７）築城

奥州大崎より
入部不明修理大夫（出羽探題）斯波兼頼

～元和八年八月（１６２２）

不明右京大夫最上直家
不明修理大夫最上満直
不明修理大夫最上満家
不明右京大夫・修理大夫最上義春
不明右京大夫最上義秋
不明治部大夫最上満氏
不明左右衛門佐最上義淳
不明修理大夫最上義定
２４出羽守・修理大夫最上義守
５７出羽守・少将最上義光
５７駿河守最上家親

改易　近江・三河へ（１）５７最上家信（義俊）

元和八年九月（１６２２）～
寛永十三年七月（１６３６）

岩木平（１２）２４左京亮鳥居忠政
断絶　弟忠治・高遠へ２４左京亮鳥居忠恒

会津若松（２３）寛永十三年七月（１６３６）～
寛永二十年七月（１６４３）信州高遠（３）２０肥後守保科正之

寛永二十年七月（１６４３）～
正保元年正月（１６４４）（幕領）

播州姫路（１５）正保元年正月（１６４４）～
慶安元年六月（１６４８）越前大野（５）１５大和守松平直基

下野宇都宮（１８）慶安元年六月（１６４８）～
寛文八年八月（１６６８）播州姫路（１５）１５下総守松平忠弘

寛文八年八月（１６６８）～
貞享二年六月（１６８５）

下野宇都宮（１１）９大膳守奥平正能
下野宇都宮（９）９美作守奥平昌章

奥州白河（１５）貞享二年六月（１６８５）～
貞享三年七月（１６８６）下総古河（１０）１０下総守堀田正仲

貞享三年七月（１６８６）～
元禄五年七月（１６９２）豊後日田（７）１０大和守松平直矩

元禄五年八月（１６９２）～
元禄十三年正月（１７００）

奥州白河（１５）１０下総守松平忠弘
備後福山（１０）１０下総守松平忠雅

元禄十三年正月（１７００）～
延享三年正月（１７４６）

奥州福島（１０）１０相模守堀田正虎
１０内記堀田正春

下総佐倉（１０）１０相模守堀田正亮

三河西尾（６）延享三年正月（１７４６）～
明和元年六月（１７６４）下総佐倉（７）１０和泉守松平乗佑

明和元年六月（１７６４）～
明和四年閏九月（１７６７）（幕領）

明和四年閏九月（１７６７）～
弘化二年十一月（１８４５）

武州川越（６）６但馬守秋元涼朝
６但馬守秋元永朝
６但馬守秋元久朝

上州館林（６）６但馬守秋元志朝

弘化二年十一月（１８４５）～
明治二年六月（１８６９）

遠州浜松（６）５和泉守水野忠精
廃藩５水野忠弘



Ⅱ　調査の経緯
１　調査の経過
　平成１７年度に、山形市立第七小学校（山形市城北町二丁目９番３７号）の改築工事が計画され

た。事業範囲内が周知の埋蔵文化財包蔵地「山形城三の丸跡」（山形県中世城館遺跡番号　２０１

－００２）内に含まれることから、関係機関で取り扱いについて協議がなされた。それを受け、事

業範囲内における埋蔵文化財の状況について確認を行うため、山形市教育委員会は平成１７年８

月９日に第七小学校敷地内で試掘調査を実施した（第４図）。結果、平成１７年度ＴＴ２～４ト

レンチからは遺構・遺物ともに確認されず、旧グラウンド造成時に削平されたものと判断され

た。学校敷地北東部に設定した平成１７年度ＴＴ１トレンチからは奈良～平安時代の遺構・遺物

が確認されたため、「城北遺跡」（山形県遺跡番号　平成１７年度新規発見）として遺跡発見の通知

を行った（山形市教育委員会２００５）。この段階では、新校舎建設が予定されたグラウンド敷地範

囲内では埋蔵文化財が確認されなかったために今後の調整は不要だが、旧校舎解体後に新規グ

ラウンド造成を行う部分については上記の城北遺跡範囲に含まれるため、別途埋蔵文化財の取

扱いについて協議が必要な旨を連絡し、事業実施段階前の要協議事項とした。

　平成１９年度、山形市により市立第七小学校新校舎建設工事が実施され、引き続き旧校舎の解

体及び新規グラウンド造成工事の平成２０年度実施が具体化したことから、山形市教育委員会は

平成１９年１０月２９日に城北遺跡範囲の南及び西側への広がりを確認することを目的として、旧校

舎中庭部分で再度の試掘調査を実施した（第４図）。東西方向に平成１９年度ＴＴ１及びＴＴ２

トレンチを設定し掘削を行ったところ、遺跡範囲の広がりは確認されず、範囲は学校敷地の北

東角部分より北側に広がるものと推測された。

　上記の結果を受け、山形市教育委員会はグラウンド造成事業の城北遺跡に係る部分について

工事実施前に緊急発掘調査を行うことを目的として、教育委員会管理課施設整備室など関係各

課と協議を行い、平成２０年度に発掘調査を実施する事で合意が成された。補足ながら、調査区

から西側で、学校敷地北側縁辺に存在が想定された三の丸堀跡の範囲確認のためにトレンチを

設定し、本調査と併せて範囲確認調査を実施することとした。

　これらの経過を経て、発掘調査の実施機関である山形市教育委員会社会教育課では、平成２０

年４月１日付で教育委員会管理課施設整備室の依頼を受け、発掘調査を実施することとした。

　引き続き平成２０年４月２１日付教（社）第５５号にて埋蔵文化財発掘の通知について県教育委員

会へ進達を行い、平成２０年４月２３日付文遺第６７号にて県教育委員会より「周知の埋蔵文化財包

蔵地における土木工事等について」の通知を受け取った。同日付教（社）第６１号にて「埋蔵文

化財発掘調査の実施について」の通知を県教育委員会宛て行った。その後の４月３０日に市立第

七小学校をはじめとする関係各機関と打ち合わせを行い、調査期間や方法などの実施計画と現

状での問題点等について協議した。

　現場における発掘調査は平成２０年５月７日から９月３０日の期間で実施し（表３）、報告書作

成のための整理作業は平成２０年１０月２０日～平成２１年３月３１日の日程で実施した（表４）。

　現場調査後の平成２１年３月に、本調査区の西側にあたるＺ～ＡＣ－１～２グリッドの範囲に
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おいて新規グラウンド造成工事に係る暗渠掘削が実施され、それに併せて平成２１年３月１０日・

３月１６日に立会調査を行った。結果、掘削はグラウンド整備工事に関る造成土の範囲に収まる

ものであり、埋蔵文化財まで掘削が達しない事を確認した。

２　調査の方法と経過
　発掘調査は、平成２０年５月７日～９月３０日までの期間で実施した。調査面積は、近世以降の

遺構面と推定される上層部分が約７５０㎡、奈良～平安時代以前の遺構が検出された下層部分が約

４００㎡であり、上層部分と下層部分の合計の発掘調査面積は約１１５０㎡であった。

　調査区を覆う座標は、調査区東辺の南北軸線に合わせて設定した（第５図）。南北をＹ軸の

基準とし、それと直交する線をＸ軸とした。これらを基準として５ｍ四方の方眼（グリッド）

を設定した。Ｙ軸は北から南に０～２５まで、Ｘ軸は西から東にＡ～ＡＯまでの記号を設定し、グ

リッド名称を「Ａ－１」のように標記する事とした。方眼のＹ軸線は、真北方向に対してＮ－

１０°９′２６″－Ｅを測る。遺物・遺構の帰属については北西グリッドを基準とした。

　調査工程について、旧校舎解体工事との調整や残土置場の都合上、調査区をＸ軸－４のライ

ンをおおむねの境界として南北に２分割して表土除去を行い、調査を行うこととした。

　また、発掘調査と併行して、山形城三の丸堀跡の範囲確認調査を目的として、範囲確認調査

東トレンチをＬ－３～５グリッドに、範囲確認調査西トレンチをＰ－３～５グリッドに設定し、

調査を実施した（第４図）。

　以下、城北遺跡の調査工程の概略を記す。

　５月７日に南側調査区の設定及び重機掘削による表土除去作業に入った。５月９日に休憩

所・仮設トイレの設置、発掘器材搬入・環境整備を行った。５月１９日から人力による遺構面精

査を開始した。その後、遺構検出に並行して検出状況の写真撮影・遺構登録・精査を行った。

遺構精査については、任意で土層観察のためのベルトを設定し、各遺構の平面図や断面図の作

成、遺物の検出および登録、写真撮影、土層注記などの記録作業、遺物取り上げなどを実施し

た。

　６月３０日より北側調査区の設定及び重機による表土除去作業に入った。引き続き遺構検出並

びに検出状況の写真撮影・遺構登録・精査を行った。

　９月１０日に三の丸堀跡範囲確認調査東及び西トレンチを設定、重機による掘削を開始した。

引き続き断面観察記録作成に着手し、９月１８日に埋め戻しを行った。

　９月１９日に現地における遺構精査並びに記録作業を終了、同日より器材を撤収し始める。９

月３０日にて器材撤収を完了、現地における調査を全て終了した。

　引き続き１０月２１日から報告書作成のための整理作業を開始し、平成２１年３月３１日にて整理作

業を終了した。 

Ⅱ　調査の経緯
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Ⅱ　調査の経緯

１４

表３　発掘調査工程表

９月８月７月６月平成２０年５月月
作業内容 下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬
表土除去
グリッド設定
面整理・遺構検出
遺構精査
記録（作図・写真）

表４　整理作業工程表

３月２月平成２１年１月１２月１１月平成２０年１０月月
作業内容 下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬下旬中旬上旬
写真・図面等整理
遺物洗浄
遺物接合・復元
遺物実測・拓本
トレース
図版作成
遺物写真撮影
原稿執筆
入稿・校正
記録・遺物収納
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Ⅲ　遺跡の層序

　調査対象地は学校敷地であったこともあり表土付近はかなりの範囲で撹乱されていた。よっ

て遺構の検出面は一律ではなく、調査区南側においては付近の基盤層となる砂礫層（Ⅵ層）上

面で、北側においては近世以降の堆積層（Ⅲ層）や近世以前の洪水砂（Ⅳ層）あるいは古代の

堆積層（Ⅴ層）上面で検出するなど複雑な様相を呈している。地点によってはさらに細分して

いるが、概ね以下の８層に区分した。

Ⅰ層：概ね現代の人為堆積土を一括した。学校建設及び改修に係わる造成土からなる。

Ⅱ層：近代以降と推定される人為堆積土を一括した。Ⅰ層により撹乱される。旧校舎付近では、

その建築の際の造成土と推定される。また付近住民の聴き取りによれば、戦中・戦後の

耕作土やバラックといった仮設物設置の際の造成土も含まれると推定される。

Ⅲ層：近世以降と推定される自然堆積土。近世に帰属すると判断される溝跡上層の堆積土と同

じ。調査区南側ではⅠ或いはⅡ層により削平される。上部では管状の酸化鉄斑紋が発達

する。

Ⅳ層：近世以前の洪水砂。上面はⅢ層に削平され平坦であるが、下位のⅤ層との層界は波状と

なる。上面は調査区北側における近世以降の遺構検出面となる。南側ではⅠ或いはⅡ層

により削平される。上部では管状の酸化鉄斑紋が発達する。西側の堀跡確認トレンチ（Ｌ

－３～５グリッドおよびＰ－３～６グリッド）ではⅤ層に起因すると推定されるラミナ

が発達する。

Ⅴ層：古代の自然堆積土。平安期の遺物を多量に包含する。平安期の地表面は概ねⅤ層上部と

推定される。平安期の遺構堆積土の母材。場所によっては砂の波状のラミナが発達し、上

下に区分される。南側ではⅠ或いはⅡ層により削平される。北側では良好に観察され、調

査区外北側及び東側へ広がっていくと推定される。また場所によってはややボソボソし

た。

Ⅵ層：砂礫層。付近の基盤層。上位では巨礫を稀に含むが、下位にいくにつれ礫が無くなり、

均質な砂となる。場所によっては白色の粘土を挟む。南側ではⅠ或いはⅡ層により削平

される。

Ⅶ層：黒色帯。ある時期の地表面か？灰褐色粘土の平行ラミナが発達する。

Ⅷ層：均質な微砂。

　自然堆積土の層厚は地形の傾斜にしたがって、西側或いは北側へいくにつれ厚くなり、Ⅳ層

やⅤ層中に稀に観察されるラミナは調査対象地の西或いは北側でよく観察される。

　Ⅵ層より上位の層は調査区のほぼ全域で観察されるが、Ⅶ層以下については西側の堀跡確認

トレンチでのみ観察している。 

Ⅲ　遺跡の層序
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Ⅳ　遺構と遺物
１　遺構の分布（第８～９図）

　「山形城三の丸跡」及び「城北遺跡」の調査からは、近世及び古墳～平安時代に至る時期の

遺構が検出された。

　「山形城三の丸跡」に該当する、上層で検出された近世以降と判断される遺構は、三の丸の

堀跡と判断されるＳＤ２８をはじめ、溝跡や不明ピット等である。Ⅲ層上面あるいはⅣ層上面で

確認され、調査区の全域にわたって検出された（第８図）。

　「城北遺跡」に該当する、下層で検出された奈良～平安時代と判断される遺構は、竪穴住居

跡や性格不明遺構である。ＡＫ－２～ＡＮ－６グリッドの範囲を中心として検出された（第９

図）。

　下層で検出された古墳時代と判断される遺構は、ＡＬ－２グリッドでＳＰ４１不明ピットが確

認された。（第９図）

　その他にも、Ⅵ層上面で不明ピットなどの遺構を多数確認したが、上層あるいは下層のどち

らに帰属するか判断し得なかったものについては、時期不明の遺構として掲載した。

２　遺物の分類（第７図）

　今回の調査で出土した遺物の内、掲載遺物は近世の遺構、あるいは奈良～平安時代の遺構出

土からの土器・陶磁器類が大半を占める。その他に石製品や金属製品等が出土した。

　上記出土遺物の内、かわらけ・土師器・須恵器・赤焼土器の４種類の土器について、焼成・

器形及び調整により下記の様に分類した。

Ⅰ　かわらけ

　酸化焔で焼成された、素焼きでロクロ成形により製作されたもののうち、近世以降に帰属す

ると判断される土器をかわらけとして区分した。

　１類　底部から体部へ直線的に立ち上がり、口縁部に至る器形となるもの。

　２類　底部から体部へ直線的に立ち上がり、体部が内弯して口縁部に至る器形となるもの。

　３類　底部から外反して立ち上がり、体部が直線的に口縁部に至り、口径が１０㎝未満のもの。

　４類　底部から外反して立ち上がり、体部が内弯して口縁部に至る器形のもの。

　４類は、口径の数値により以下の２種類に区分される。

　　Ａ　口径が１０㎝未満のもの

　　Ｂ　口径が１０㎝以上のもの

　底部切り離し痕跡により以下の２種類に区分される。

　　ａ　底部切り離しが回転糸切りの後、無調整のもの

　　ｂ　底部切り離しが回転糸切りの後、板状工具でナデ消されるもの

Ⅱ　土師器

　酸化焔で焼成された土器を土師器として区分した。奈良～平安時代に帰属する。

　Ｃ　有台坏　ロクロ成形で内面黒色処理が施されるもの。
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　Ｄ　鉢　非ロクロ成形で、底部から体部が内弯しながら立ち上がり、体部下半にケズリが施

される。頸部径と胴部最大径がほぼ等しく、口径より器高が大きくなると推定される器形を

鉢として区別した。底部には葉脈痕が確認される。内面の調整により以下の２種類に区分さ

れる。

　　１類　内面に黒色処理が施されないもの。

　　２類　内面に黒色処理が施されるもの。

　Ｆ　甕　非ロクロ成形で、口縁部にヨコナデ、体部外面にハケメ、体部内面にハケメまたは

ナデが施される。口径の数値により以下の３種類に区分される。

　　１類　口径が１５㎝未満となる小型のもの。

　　２類　口径が１５～２０㎝の中型のもの。

　　３類　口径が２０㎝を超える大型のもの。

　甕の口縁部端部は、丸くなるもののア、端部が平坦に仕上げられるもののイ、端部に窪

みが確認されるもののウ、の３種類に区分される。

　底部はいずれも平底であり、底部痕跡により以下の２種類に区分される。

　　ｃ　葉脈痕

　　ｄ　網代痕

Ⅲ　須恵器

　還元焔で焼成された土器を須恵器として区分した。奈良～平安時代に帰属する。

　Ａ　蓋　器形及びロクロからの切り離しにより、以下の３種類に区分される。

　　１類　天井部を切り離した後、天井部から体部に折れる部分にナデ調整を行うもの。

　　２類　天井部を切り離した後、天井部から体部に折れる部分にケズリ調整を行い、切り離

し痕跡にケズリやナデ調整を施すもの。

　　３類　天井部を切り離した後、天井部から体部に折れる部分にケズリ調整を行い、切り離

し痕跡の調整を行わないもの。

　　３類は、天井部の切り離し痕跡により以下の２種類に区分される。

　　ａ　回転糸切り

　　ｅ　静止糸切り

　Ｂ　坏　底径の数値により以下の２種類に区分される。

　　１類　底径が６０㎜未満となるもの。

　　２類　底径が６０㎜以上となるもの。

　　底部切り離し痕跡により以下の２種類に区分される。

　　ａ　回転糸切り

　　ｆ　回転ヘラ切り

　Ｃ　有台坏　底径及び器高の数値により以下の４種類に区分される。

　　１類　底径が７０㎜未満のもので、高台端部が尖る形状のもの。

　　２類　底径が７０㎜以上のもの。高台端部の形状により以下の２種類に分けられる。
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　　　�　高台端部が尖る形状のもの

　　　�　高台端部が丸みを帯びる形状のもの

　　３類　底径が６０㎜以上、器高が１００㎜以上で、体部が直線的に立ち上がるもの。

　　４類　３類を小型にした器形で、底径が６０㎜未満、器高が１００㎜未満のもの。

　　底部の痕跡により、以下の２類に区分される。

　　ａ　回転糸切り

　　ｇ　ナデ調整

　Ｄ　鉢　頸部径と胴部最大径がほぼ等しく、口径より器高が大きいと推定される器形を鉢と

して区別した。

　Ｅ　壺　胴部上半が最大径になる器形で、壺と判断されるものを一括した。

　Ｆ　甕　器形全体が明瞭な個体は出土せず、調整や器厚で甕と判断されるものを一括した。

Ⅳ　赤焼土器

　酸化焔で焼成されたロクロ成形の土器で、内面黒色処理が施されないものを赤焼土器として

区分した。Ⅱ類の土師器に比べ色調が赤く、底部切り離し痕跡は回転糸切りである。奈良～平

安時代に帰属する。

　Ｂ　坏　底径の数値により以下の２種類に区分される。

　　１類　底径が６０㎜未満のもの。

　　２類　底径が６０㎜以上のもの。

３　近世の遺構と遺物
１　溝状遺構

ＳＤ２８（第８・１０～１４図　図版５～８・２７～２８）

位　　置：Ｌ～ＡＮ－１～３

特　　徴：遺構の北半は調査区外に延び、全体の規模は不明である。調査区内での検出幅は約

８ｍを測る。検出面からの深さは、最深部のＡＪ－１グリッド底面で約２００㎝を測る。堀底は平

坦である。北半の形状は不明だが、断面が逆台形になる箱堀と推定される。底面に起伏が認め

られる。確認された遺構の規模及び位置から、山形城三の丸堀跡と判断される。ＡＫ－１～２

グリッドで、南西から北東にかけて緩やかに屈曲する様相が確認された。屈曲部分のＡＩ～Ａ

Ｋ－１グリッドで、堀底の南側に直径１０～２０㎝大礫の集積状況が検出された（第１０図）。地山の

崩落防止を目的として敷設されたと考えられる。

　屈曲部分の東側のＡＫ～ＡＮ－１～２グリッドで、堀底底面から約８０㎝の比高差でテラス状

に平担面を成している状況が確認され、その底面には浅い不整円形の掘り込みが連続し、酸化

鉄を多く含む砂層の２０層が堆積する状況が確認された。

　ＡＭ－２グリッドでは、ＳＤ２８の覆土がＳＤ１に切られる状態を確認し、近世のいずれかの

段階では、両者の遺構が同時に存在したと判断した。しかし、その時期がどの段階か、あるい

は両者の遺構がどのように関連したかは不明である。
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　ＳＤ２８の遺構上端より南には、関連する付属施設等の痕跡は確認できなかった。調査区境界

壁面の断面観察でも、土塁の基底部と想定されるような土層堆積状況は確認されなかった。当

初より土塁が所在しなかったか、もしくは後世の削平で消失したものと推定される。

　ＡＫ～ＡＬ－２グリッドのⅥ層上面で、平面形状が円形あるいは長楕円形を呈するピット状

の落ち込みが複数検出された。ＳＤ２８の立ち上りと直行する位置に所在し、何らかの関連性が

推定されたが、検出状況からはこれら不明ピット状の遺構の帰属時期を近世と確定できなかっ

たため、ＳＤ２８との関連性を明らかにすることはできなかった。

　発掘調査と併行して、本調査区域から西側へ約９０ｍの区域で、三の丸堀跡の範囲確認を目的

としたトレンチ調査を行った。範囲確認調査東トレンチをＬ－３～５グリッドに幅約３ｍ×長

さ約１２ｍの規模で、範囲確認調査西トレンチをＰ－３～５グリッドに幅約３ｍ×長さ約８ｍの

規模で設定した（第４図）。どちらのトレンチも撹乱が著しい状況であったが、ＳＤ２８に連続

すると判断される遺構の断面を確認した（第１１図）。

層　　位：Ⅲ層上面もしくはⅥ層上面で検出された。遺構の南側立ち上りはⅤ層を掘り込み、底

面に至ってⅥ層が地山となる。ＡＩ－１～２グリッドより東側は覆土がシルト質に富み、西側

に向かうにつれ礫が多く含まれる。底面寄りの３１層はⅥ層由来の砂を多く含み、Ⅵ層が流れて

堆積した自然堆積層である。

出土遺物：陶器（１～３）、磁器（４～１０）が出土した。１は近代の擂鉢であり、透明な鉄釉

が内外面に施釉され、卸目の上端部を水平にナデ消す特徴から、近代以降の時期と判断される。

２・３も同じく近代の擂鉢と判断される。いずれも産地は不明である。４は磁器の蓋である。

５～７は磁器碗である。５・６は１８世紀後半と判断される広東碗である。５は外面に梅花文が

描かれ、見込底面に「寿」文が描かれる。６は外面に山水文？が描かれ、内面に「寿」文が描

かれる。７は磁器碗で、体部外面に蝶文が描かれる。８は磁器皿で、見込内面に植物文？が描

かれる。９は小型の磁器徳利、１０は花瓶の口縁～頸部である。

時　　期：出土遺物に５・６の１８世紀末頃の磁器や、１～４など近代以降のものが確認される

ため、遺構覆土は近世後期以降の堆積と判断される。よって、堀跡の構築年代は明確でないが、

埋没年代は近世末期以降と判断される。

ＳＤ１（第８・１５・１７～２１図　図版９～１３・２８～３２）

位　　置：ＡＫ～ＡＭ－３～８

特　　徴：検出された幅は上幅約３～４ｍを測り、深さは検出面より約８０㎝を測る。南北の軸

線はＮ－１０°－Ｅを測る。調査区東側を南北に縦貫する。壁面は緩やかに内弯し立ち上がる。

底面は起伏が連続する様相が確認された。ＡＮ－１～２グリッドの調査区東壁で、ＳＤ１覆土

に類似する１７・１８層を確認し（第１２図）、ＳＤ１はＡＭ－２グリッドで東に曲がると推定される。

規模や検出状況から、南側も東へ曲がって後述のＳＤ５と同一の遺構になる可能性がある。

　ＡＭ－２～３グリッドにかけて、１・３層より上位に石組列が確認された（第１５図）。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。概ねグリッド毎に土層断面図を作成した。いずれの断面で

も、１層や６層の底面に白色砂が堆積する状況が確認された。それぞれの時期で溝の底面を成
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した痕跡と推定され、ＳＤ１は機能中において複数回の掘り直しが行われたと考えられ、土層

観察からは以下のような変遷が推定される。

　層位の序列として、１層は５層の上層にあり、５層は９・１０層を切り、９・１０層が６・７層

を切る状況が確認された。この状況から、遺構が構築された当初はⅥ層を底面とし、その後に

複数回の変遷があり、最終的には３層上面を底面として石組列を伴う１層が堆積したと推定さ

れた。

　特異な覆土としては、ＡＭ－３グリッド周辺の１５層で黒色炭化物状の物質が局地的に堆積す

る状況を確認したが、その性質については不明であった。

出土遺物：かわらけ（１１～１３）、瓦質土器（１４～１５）、黒瓦（１６～２０）、転用土製品（２１～２４）、

陶器（２５～３９）、磁器（４０～４９）、石製品（５０～５３）、金属製品（５４）、須恵器（５５～５８）が出土

した。

　１１～１３はいずれも口縁部にススが付着し、灯明皿として利用されたものと判断される。１４・

１５は器形からどちらも火鉢と推定される。１４は隆帯が付き、その下に六角形の印刻が連続して

施される。１５は帯が剥離し、花型の印刻が連続して施される。

　１６・１７は丸瓦、１８～２０は平瓦である。２１～２４は黒瓦の転用土製品として分類した。２１は丸瓦

破片の角を研磨具として転用したもので、側面を研磨面として使用している。２２は丸瓦を、

２３・２４は平瓦を転用したもので、いずれも円盤状を呈する。

　２５～２７は陶器碗である。体部器厚が薄く、内外面に黄白色の灰釉が施釉され、陥入が多く入

る呉器手茶腕と判断される。２８は唐津焼の碗である。２９は唐津焼の筒型茶碗である。体部に鉄

釉で「Ｎ」字状の文様が描かれる。体部下半～高台は施釉されない。高台に対して体部の水平

が歪んで接着されている。３０は体部内外面に鉄釉が掛けられる筒型茶碗である。産地は不明で

ある。３１～３３は瀬戸の天目茶碗である。口縁部から体部中位まで厚く鉄釉が施され、体部下半

は無釉である。器形や釉調、胎土は似るが、いずれも部分的にしか残存しておらず、器形から

は詳しい時期を判断できない。３４は唐津向付で、見込みに鉄絵で菖蒲の文様が描かれる。口縁

部区画の縁取りも鉄絵で着色される。器形は、体部を方形に折り曲げ、口縁部が緩やかな弧状

に成形され、体部上半は内弯する。３５は志野焼の菊皿であり、口縁が波状に成形される。白色

の灰釉が施釉される。瀬戸編年（財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター２００１）では大窯第４期後

半以降の製品と判断でき、１７世紀初頭の年代と判断される。３６は唐津焼の皿である。外面には

灰釉が、見込み内面には銅緑釉が掛けられ、底面には蛇の目釉剥ぎが施される。１７世紀末頃の

年代と判断される。３７は御深井の碗である。内外面に灰釉が掛けられ、全体に陥入が著しい。

見込み内面には胎土目痕が確認される。３８は火入と推定される。口縁部が内側に折り曲げられ、

体部内面は無釉である。３９は、胎土から判断して唐津産の擂鉢である。内面の使用が著しく、

卸目が摩滅している。

　４０は青磁碗Ｅ類と判断され、１５～１６世紀代の年代と判断される。４１は磁器碗であり、体部外

面に雪輪草花文？が、高台外面に圏線が巡る。形状及び文様より１７世紀末～１８世紀代と判断さ

れる。４２は外面に網目文が施される碗である。形状及び文様より１７世紀末～１８世紀代の年代と
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判断される。４３は外面に松竹梅文？が施される。４４は体部外面に植物文が施され、高台に圏線

が巡る。４５は小皿である。見込み内面に植物文が施される。４６は見込み底面と体部外面に植物

文が施される。４７は磁器の小杯である。体部外面に植物文が施される。器形や文様から、１８世

紀代の年代と判断される。４８は外面に山水文が描かれる徳利である。内面は無釉で、外面が著

しく被熱している。産地は不明で、近世末期以降の時期と推定される。４９は合子と推定され、

外面にわずかに染付が確認される。体部内面は無釉であり、産地は不明である。

　石製品は、５０は長方形の硯である。石材はスレートである。５１は円盤状石製品であり、山形

市双葉町遺跡（山形市教育委員会２００４ｂ）や東根市小田島城跡（財団法人山形県埋蔵文化財セ

ンター２００４）に類例が見られる。材質は細粒砂岩である。５２は層塔の頭部に位置する相輪の残

欠である。材質は石英安山岩である。５３は五輪塔空風輪の残欠である。材質は流紋岩である。

山形市双葉町遺跡に類例があり、形状から判断して近世初頭の年代が想定される（山形市教育

委員会２００４ｂ）。５４は永楽通宝である。

　５５・５６は須恵器蓋である。須恵器坏の５７・５８は墨書が確認される。５７は体部外面に「皿」状

の墨痕が、５８は底面に字形不明の墨痕が確認された。その他獣骨など動物遺存体資料が多量に

確認されたが、小破片のため掲載していない。

時　　期：出土遺物の年代は１７世紀前半～後半にかけてのものが多く、遺構の構築年代は近世

初頭まで遡ると判断される。しかし４８の磁器徳利は近世末期以降のものと判断され、石組列周

辺のＡＭ－２グリッドから出土した。これら年代が新しいと判断される遺物も確認される事か

ら、ＳＤ１は断続的に近世末期まで機能したと推定される。

ＳＤ５（第８・１６・１８・２２図　図版１４・３２～３３）

位　　置：ＡＬ・ＡＭ－９～１０

特　　徴：検出幅は約３ｍを測る。検出面からの深さ約３０㎝を測る。東西方向に走り、軸線は

Ｎ－７０°－Ｗを測る。遺構の南北両端の立ち上りよりも内側に、１層中位から上位に石積列が

確認された。検出位置から、ＳＤ１は東へ折れ曲がりＳＤ５と同一遺構になると推定されたが、

接続する部分が調査区外であり、覆土の様相にも差異が認められたため、現場調査段階ではＳ

Ｄ１との連続性を確認できず、別遺構として登録した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。ＳＰ７との切り合いは不明であ

る。

出土遺物：かわらけ（６０）、黒瓦（６１～６２）、陶器（６３～６６）、磁器（６７～７１）、土製品（７２～７３）

が出土した。

　６０はかわらけで、体部内面にススが微量に付着する。黒瓦のうち、６１は丸瓦である。６２は平

瓦で、前面端部に菊花状の印刻が施される。

　陶器について、６３は小型碗である。産地は不明である。６４～６６は擂鉢で、唐津産と判断され

る。６４は口縁部端部にのみ鉄釉が施釉される。６５・６６は底部である。

　磁器について、６７～６９は伊万里の碗である。６７の外面には二重網目文が、内面には網目文が

施される。１７世紀代後半と判断される。６８は碗で、外面に四方襷文で区画された松竹梅文が施
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され、内面は無文である。１７世紀末～１８世紀代と判断される。６９は高台周辺に複数の圏線が施

され、内面見込みには桔梗？文が描かれる。１７世紀代後半と判断される。７０は�州窯系磁器の

皿と判断される。内面に飛雲文が、外面口縁部に圏線が描かれる。７１は初期伊万里の皿であり

内面に山水文？が施される。

　７２・７３は管状土錘である。小型で軽量なため、漁具の浮きと推定される。

時　　期：出土遺物の年代は、１７世紀前半～後半にかけてのものが多く、遺構の構築年代も近

世初頭の同時期と判断される。機能年代の下限は、ＳＤ５がＳＤ１と同一遺構となり得る可能

性があることや、かつ先述のＳＤ１に伴うＡＭ－２～３グリッドの石組と、ＳＤ５の石組の機

能年代の下限が新しい時期で同時期と推定するならば、ＳＤ５も近世末期まで機能したと推定

される。

ＳＤ２９（第８図）

位　　置：ＡＭ－２

特　　徴：東西方向に走り、東は調査区外へ伸びる。調査区東壁から西へ延びると判断される

が、西側に向かうにつれ浅くなり、規模は不明である。

層　　序：Ⅳ層上面で確認された。Ⅲ層由来と判断される覆土が確認された。

出土遺物：陶磁器片等が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：Ⅲ層由来の覆土が堆積し近世以降と判断されるが、詳しい年代は不明である。

ＳＤ３７（第８図）

位　　置：ＡＫ・ＡＬ－４

特　　徴：検出された幅は約３０㎝、長さは約３．５ｍを測る。深さは検出面から約２０㎝を測る。東

西方向に走り、西は調査区外へ伸びる。

層　　序：Ⅴ層上面で確認された。Ⅲ層由来と判断される覆土が確認された。

出土遺物：遺物は出土していない。

時　　期：Ⅲ層由来の覆土が堆積し近世以降と判断されるが、詳しい年代は不明である。

２　不明ピット

ＳＰ２（第８図）

位　　置：ＡＭ～ＡＮ－７

特　　徴：長軸約６０㎝を測り、検出面から深さ約１５㎝を測る。平面形状は円形を呈する。

層　　序：Ⅵ層上面で確認された。

出土遺物：土師器片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ３（第８図）

位　　置：ＡＭ－７

特　　徴：長軸約５０㎝を測り、検出面から深さ約５５㎝を測る。平面形状は円形を呈する。

層　　序：Ⅵ層上面で確認された。
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出土遺物：土師器片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ６（第２３～２４図　図版１５・３３～３４）

位　　置：ＡＭ－１０

特　　徴：長軸約８０㎝を測り、検出面からの深さ約３０㎝を測る。平面形状は円形を呈し、壁面

の立ち上りは急である。ＳＤ５の南側に近接するが、両者の関連性は不明である。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は２層に区分される。２層の黒褐色微砂質シルト層中

から遺物がまとまって出土した。

出土遺物：かわらけ（７４～８７）、礫（８８～９２）が出土した。８７のみ１層中から出土し、７４～８６

は２層からの出土である。中でも、４対（７６・７７、７９・８０、８２・８３、８５・８６）は合わせ口の状

態で埋納された様相が確認された。出土状況から判断して、７４と７５も組み合わせになる可能性

がある。これらが土坑底面に埋納された状態で検出された。

　他に同じ２層中から、共伴して亜円礫（８８～９２）が確認された。８８～９０は材質が閃緑岩、９１

は材質が安山岩、９２は鉄石英である。かわらけと同時の埋納と判断されるが、明瞭な使用痕跡

は確認されず、遺物としての性格は不明である。

時　　期：検出状況、及び出土したかわらけの年代は、近世初頭の１７世紀前半の時期と判断さ

れる（高桑２００４）ため、遺構の年代も１７世紀前半の年代に収まると判断される。

ＳＰ７（第２５図　図版１６）

位　　置：ＡＭ－９

特　　徴：長軸約１００㎝を測り、検出面からの深さ約１５㎝を測る。掘り込みは浅く、底面は平坦

である。平面形状は不整円形を呈する。ＳＤ５との切り合いは不明である。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は２層に区分される。

出土遺物：遺物は出土していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ８（第２５図　図版１６）

位　　置：ＡＭ－９

特　　徴：検出面からの深さ約１５㎝を測る。平面形状は長楕円形と推定される。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は１層である。ＳＰ１６に切られる。

出土遺物：土師器甕体部片、須恵器坏体部片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ９（第２５図　図版１６～１７）

位　　置：ＡＭ－８

特　　徴：長軸約８０㎝を測り、検出面からの深さ約２０㎝を測る。平面形状は不整円形を呈する。

長軸２５㎝の石が、底面中央に礎石状に据えられた状態で検出された。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。

出土遺物：土師器甕体部片が出土したが、小破片のため図化していない。
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時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１０（第２５図　図版１７）

位　　置：ＡＭ－８

特　　徴：長軸約９０㎝を測り、検出面からの深さ約２０㎝を測る。平面形状は長楕円形を呈する。

断面形状は逆三角形を呈し、壁面の立ち上りは緩やかである。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は１層である。長軸１０～２０㎝程度の長楕円形の亜円礫

が、根石のような状態で底面に確認された。

出土遺物：土師器甕体部片、須恵器坏体部片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１１（第２６図　図版１７）

位　　置：ＡＭ－７～８

特　　徴：長軸約８０㎝を測り、検出面からの深さ約１５㎝を測る。平面形状はやや崩れた正方形

を呈し、壁面の立ち上りは急である。

層　　序：Ⅵ層の上面で検出された。覆土は２層に区分される。２層中位に径８～１０㎝程度の

礫を多く含み、柱の根石として利用されたものと推定される。

出土遺物：土師器甕体部片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１２（第２６図　図版１７）

位　　置：ＡＭ－７

特　　徴：長軸約９０㎝を測る。柱のアタリ状に１層が局所的に深く堆積し、検出面からの深さ

約２５㎝を測る。２層堆積部分は検出面から深さ約１０㎝を測る。平面形状は長楕円形を呈し、壁

面の立ち上りは緩やかである。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は２層に区分される。

出土遺物：土師器甕体部片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１５（第８図）

位　　置：ＡＮ－６

特　　徴：長軸約７０㎝を測り、検出面から深さ約３５㎝を測る。平面形状は円形を呈する。

層　　序：Ⅵ層上面で確認された。

出土遺物：土師器片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１６（第２５図　図版１６）

位　　置：ＡＭ－９

特　　徴：長軸約８５㎝を測る。検出面から深さ約１５㎝を測る。平面形状は不整円形を呈し、壁

面の立ち上りは緩やかである。ＳＰ８を切る。

層　　序：覆土は１層である。
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出土遺物：土師器甕破片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ１９（第８・２７図）

位　　置：ＡＮ－６

特　　徴：東及び南側は調査区外である。調査区境界で検出され、確認された部分は全体の１

／４程度と推察される。確認された南北長は約４０㎝を測り、検出面からの深さは約４０㎝を測る。

平面形状は円形を呈する。

層　　序：Ⅴ層上面で確認された。

出土遺物：土師器片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ２１（第８図）

位　　置：ＡＭ－６

特　　徴：長軸約４０㎝を測り、検出面から深さ約２０㎝を測る。平面形状は円形を呈する。

層　　序：Ⅵ層上面で確認された。

出土遺物：土師器片が出土したが、小破片のため図化していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

ＳＰ４２（第８・３３図）

位　　置：ＡＫ－４　

特　　徴：長軸約５０㎝を測り、検出面から深さ約１０㎝を測る。ＳＩ３１を切る。

層　　序：Ⅲ層由来の覆土が確認された。

出土遺物：遺物は出土していない。

時　　期：検出状況より近世以降と判断されるが、詳しい時期は不明である。

３　性格不明遺構

ＳＸ３４（第８・３４図）

位　　置：ＡＬ－４

特　　徴：長軸約２００㎝を測り、検出面からの深さ約３５㎝を測る。平面形状は不整円形を呈する。

壁面は緩やかに立上がる。ＳＩ４０を切る。

層　　序：Ⅲ層上面で確認された。３層に区分される。

出土遺物：土師器・須恵器片が出土しているが、図化していない。

時　　期：検出状況から近世以降と判断されるが、詳細な時期は不明である。

４　奈良～平安時代の遺構と遺物
１　竪穴住居跡

ＳＩ１７（第２７～２９図　図版１９～２０・３４～３５）

位　　置：ＡＭ～ＡＮ－４～５
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特　　徴：東辺の一部及び南辺のみ残存する。東側はＳＸ１８に切られる。遺構の西及び北側を

撹乱に切られるために残存状況は不良で、全体の形状及び規模は判然としない。南辺の残存部

分は約２．８ｍを測り、検出面から掘方底面までの深さ約２０㎝を測る。形状は方形を呈すると判断

される。主軸方向はＮ－８５°－Ｗを測る。

　遺構東南辺から中央に向かい徐々に底面標高が低くなる。貼床は覆土３層が相当すると推定

されるが明瞭でない。東壁の南側寄りの床面から黄白色シルトや炭化物が塊状で確認され、カ

マドのソデの残存部分と推定される。煙道は確認されなかった。住居内に柱穴及び土坑は確認

されなかった。カマド推定部分を中心に遺物が出土した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は６層に区分される。

出土遺物：土師器（９３～９８）、須恵器（９９～１０２）、赤焼土器（１０３）、石製品（１０４）が出土した。

９３・９４は鉢である。９３には内面黒色処理が施されず、９４は内面黒色処理が施され、底部に葉脈

痕が確認される。９５は甕で、体部外面の中位にススが厚く付着する。９６は甕で、口縁部から底

部まで残存する。器形が大きく歪み、体部断面の形状が楕円になる。９７は甕の口縁～体部上半

である。９８は甕の体部下半～底部で、底面に葉脈痕が確認される。

　９９・１００は蓋で、どちらも全体の１／３程度の残存率のため、全体の形状は不明である。１０１は

底部が欠損するが、器高が高い有台坏の器形と判断される。１０２は壺である。頚部と底部が欠損

し、全体の器形は不明瞭である。１０３は赤焼土器坏である。

　１０４は石製印である。覆土１層から出土し、床面よりやや浮いた標高で検出された。弧紐有孔

の形状を呈し、円形の穿孔が施される。表面が平滑に研磨され、金属製の印を模倣するように

整形されたと推測される。印面の幅は縦２９㎜×横２６㎜であり、幅２㎜の縁で四方を区画してい

る。字形は「大」と「十」を組み合わせた字の変形した字形に観察できるが、断定できない。

印面上方と推定される側面に「↓」状の線刻が確認され、他にも線刻が確認される。規格が小

型なため、公的なものでなく「私印」と推定される。県内において、発掘調査による古代印の

初出土事例である。

　石製印は、他には長野県聖原遺跡からの出土事例（国立歴史民俗博物館１９９６）があり、それ

は９世紀代の年代とされる。しかし他には確認されず、希少な事例と判断される。なお、印の

調査にあたり、東北芸術工科大学准教授　北野博司・山形大学人文学部准教授　三上喜孝の両

氏よりご教示をいただいた。

時　　期：出土遺物の土師器甕（９６・９５）や須恵器蓋（９９）・坏（１０１）の特徴より、９世紀前

半の年代が想定される。

ＳＩ２２（第３０・３２図　図版２１・３５）

位　　置：ＡＭ～ＡＮ－４

特　　徴：東辺と南辺は壁が確認され、北辺は壁が確認されない。西側をＳＤ１に切られる。

南辺は残存長約３．２ｍを図り、形状は方形を呈すると判断される。検出面から床面までは深さ

約１０㎝を測る。２層が貼床かと推定されるが明瞭でない。周溝が東辺から南辺の壁面に沿って

検出された。カマドは確認されなかったが、床面の南東角寄りに炭化物や焼土の堆積する落ち
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込みがあり、その周囲から遺物が集中して出土する様相が確認された。柱穴や土坑は確認され

なかった。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。

出土遺物：土師器（１０６）、須恵器（１０７～１１４）、赤焼土器（１１５～１１７）が出土した。１０６は鉢で

ある。内面黒色処理が施され、底部に葉脈痕が確認される。１０７・１０８は蓋である。いずれも破

片のため、全体の器形は明瞭でない。１０９～１１２は坏であり、いずれも底部調整が回転ヘラ切り

で、底部から体部への立ち上りにナデ調整が施される。焼成はやや不良である。１１３・１１４は有

台坏である。１１３は底部に回転糸切り痕跡が確認されるが体部上半は不明。１１４は小型の器形で

ある。１１５～１１７は赤焼土器坏の底部である。

時　　期：１０９～１１２の須恵器坏の器形からは８世紀末～９世紀第１四半の時期と判断され、１１１

は床面からの出土である。しかし１１５・１１７の赤焼土器坏も床面からの出土である。よって、よ

り時期の新しい遺物と判断される赤焼土器坏の器形から、ＳＩ２２の時期は９世紀代第２～３四

半の年代と判断される。

ＳＩ３０（第３１～３２図　図版２２・３６）

位　　置：ＡＪ・ＡＫ－５～６

特　　徴：遺構の東壁及び北壁のみが確認された。西側と南側は調査区外となるため、全体の

規模は不明である。壁の立ち上りは緩やかである。残存部分の南北長は約４．８ｍ、東西長は約

３ｍを測る。検出面からの深さは約１０㎝を測る。主軸方向はＮ－２°－Ｗを測る。カマドは確

認されず、焼土や炭化物などの分布域も確認されなかった。柱穴や土坑は確認されなかった。Ｓ

Ｘ３８を切る。ＳＩ３１との切り合いは、Ⅲ層により撹乱され不明瞭であった。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。

出土遺物：土師器（１１８～１２１）、須恵器（１２２～１２４）が出土した。１１８はロクロ成形の有台坏で

あり、体部外面の口縁部から１／３程度の範囲までヨコナデが施される。体部内面に炭化物が

付着する。外面全体及び内面上半に火ハネが目立つ。遺構内北側の位置から逆位で出土した。

１１９は鉢で、内面黒色処理が施される。１２０・１２１は甕の口縁部である。

　１２２・１２３は坏で、１２２はほぼ完形だが、１２３は底部のみの残存である。１２４は須恵器有台坏で底

部のみの残存である。

時　　期：須恵器坏（１２２～１２３）の特徴より、９世紀代第２～３四半の年代と判断される。

ＳＩ３１（第３３・３５～３６図　図版２３～２４・３６～３７）

位　　置：ＡＫ－４～５

特　　徴：東西約３．８ｍ、南北約４．６ｍを測る。平面形状はやや南北に長い方形を呈す。遺構検

出面からの深さは約２０㎝を測る。壁面の立ち上りは緩やかである。主軸方向はＮ－６°－Ｅを

測る。南壁東寄りにカマドと推定される灰黄色シルトと炭化物の広がりが確認された。煙道は

確認されなかった。床面精査時にＳＰ３５及びＳＰ３６のピットが確認され、ＳＩ３１に伴う柱穴と

判断された。ＳＰ４２に切られる。ＳＩ３０との切り合いは、Ⅲ層の撹乱により不明瞭であった。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。
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出土遺物：土師器（１２５～１３１）、須恵器（１３２～１４０）が出土した。１２５～１３１は甕である。１２５・

１２６は口縁部で、小型の器形である。１２８は甕の口縁部～体部で、内面黒色処理が施される。器

形や調整から、鉢の可能性も推定される。１２９は甕で、底面に網代痕が確認される。１３０は口縁

部～体部下半まで残存し、体部中位より上にススが付着する。１３１は底部に葉脈痕が確認される。

　１３２・１３３は蓋の口縁端部である。１３４は蓋の天井部である。ツマミが接着後に剥離した痕跡が

確認され、回転糸切り後にケズリを施す調整痕が確認される。

　１３５～１３７は坏で、底部切り離し痕跡は回転ヘラ切りが確認される。１３８は有台坏の底部である。

１３９は鉢の口縁部～体部である。１４０は甕の体部下半底部であり、外面の調整はタタキ目の後に

ハケ目状の調整が施され、底部は平底である。

時　　期：須恵器坏（１３５～１３７）の形状から、９世紀代第１四半の年代と判断される。

ＳＰ３５（第３３・３６図　図版２４・３７）

位　　置：ＡＫ－４

特　　徴：長軸約４５㎝を測る。平面形状は円形である。ＳＩ３１床面内北西の柱穴と判断される。

ＳＩ３１床面から深さ約２０㎝を測る。

層　　序：ＳＩ３１床面精査時に検出された。覆土は黒褐色粗砂の単一層である。　

出土遺物：底面から須恵器坏（１４１）が出土した。底部切離し痕跡は回転ヘラ切りで、ＳＩ３１出

土の須恵器坏（１３５～１３７）とも器形が類似する。

ＳＰ３６（第３３図　図版２４）

位　　置：ＡＫ－５

特　　徴：長軸約４５㎝を測る。平面形状は円形である。ＳＩ３１床面内南西の柱穴と判断される。

ＳＩ３１床面からの深さは約２０㎝を測る。

層　　序：ＳＩ３１床面精査時に検出された。覆土は灰黄褐色粗砂の単一層である。

出土遺物：遺物は出土していない。

ＳＩ４０（第３４・３６図　図版２５・３７）

位　　置：ＡＬ－３～４

特　　徴：遺構の北壁及び西壁のみ確認された。東半はＳＤ１に切られ、中央部分がＳＸ３４に

切られる。南半は残存状況が悪く、全体の規模及び形状は明瞭でない。残存範囲は東西長約３．２

ｍ、南北長約４．５ｍの規模を測り、平面形状は方形を呈す。主軸方向はＮ－５°－Ｅを測る。

検出面からの深さは約２５㎝を測る。３層の黒褐色細砂が地山となるⅥ層の直上に堆積し、貼床

の可能性を有すが、遺構南半の残存状態が不良のため、全面に施工されたかは不明である。北

壁寄りに極円礫や遺物の集中する箇所が確認された。礫及び遺物を精査後、直下にピット状の

落ち込みを確認した。２層はこの周囲に確認されるため、カマド痕跡の残存部分と推定された。

煙道は確認されなかった。土坑や柱穴は確認されなかった。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。覆土は３層に区分される。

出土遺物：土師器（１４２～１４４）が出土した。１４２は小型の甕で、内面にハケメが明瞭に残る。外

面は体部下半に特に被熱を受ける。口縁部までススが確認され、使用痕跡が著しい。１４３は甕の
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口縁部～体部上半である。１４４は甕の体部下半～底部であり、底面に葉脈痕が確認される。

時　　期：検出状況及び出土遺物の特徴より、９世紀代前半の年代と判断される。

２　不明ピット

ＳＰ２３（第９図）

位　　置：ＡＬ－８

特　　徴：長軸約２３㎝を測る。平面形状は不整円形を呈する。ＳＸ４３との切り合いは不明であ

る。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。

出土遺物：遺物は出土していない。

時　　期：検出状況から９世紀代の年代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

ＳＰ２４（第９図）

位　　置：ＡＫ－８

特　　徴：長軸約６０㎝を測り、検出面からの深さ約２５㎝を測る。検出時の平面形状は円形を呈

する。ＳＸ４３との切り合いは不明である。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。

出土遺物：遺物は出土していない。

時　　期：検出状況から９世紀代の年代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

３　性格不明遺構

ＳＸ１８（第２７・２９図　図版２０・３５）

位　　置：ＡＮ－５

特　　徴：遺構の東側が調査区外となる。検出範囲の南北長は４０㎝、検出面からの深さ約１５㎝

を測る。平面形状は隅丸方形を呈する。ＳＩ１７及びＳＸ２０を切る。形状や検出状況から竪穴住

居跡の可能性も想定されたが、性格不明遺構として分類した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。

出土遺物：須恵器坏（１０５）が出土した。他に土師器破片が出土したが、小破片のため図化して

いない。

時　　期：須恵器坏（１０５）の器形から、９世紀代第２～３四半の年代と判断される。

ＳＸ２０（第２７図）

位　　置：ＡＭ－５～６

特　　徴：平面形状は不明。検出面からの深さ約１０㎝を測る。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。ＳＸ１８・ＳＰ１９に切られる。ＳＩ１７を切る。

出土遺物：土師器甕破片が出土したが、図化していない。

時　　期：検出状況より９世紀代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

ＳＸ３８（第３１図　図版２３）
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位　　置：ＡＪ－５

特　　徴：西側は調査区外となる。検出された平面形状は不整円形を呈する。検出された部分

の南北長は約１．４ｍを測る。ＳＩ３０床面からの深さは約１５㎝を測る。ＳＩ３０に切られる。検出

状況から、ＳＩ３０の貼床が土坑状に落ち込んだ部分等の可能性も想定されたが、性格不明遺構

として分類した。

層　　序：ＳＩ３０の精査中に検出された。覆土は２層に区分される。

出土遺物：土師器甕破片・須恵器坏破片が出土したが、砕片のため図化していない。

時　　期：検出状況より９世紀代第２～３四半の年代と判断される。

ＳＸ４３（第９図）

位　　置：ＡＫ～ＡＬ－８

特　　徴：遺構の西半は調査区外で、東側はＳＤ１に切られ、全体の形状は不明である。残存

部分は東西で約１．６ｍ、南北で約２．２ｍを測る。Ⅵ層を掘り込みⅤ層由来覆土が堆積する状況が

確認されたこと、またＳＤ１のＡＬ－８グリッド壁面で、土師器甕片の集中箇所を確認したた

め竪穴住居跡の可能性を想定したが、性格不明遺構として分類した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。不明ピットＳＰ２３・ＳＰ２４との切り合いは不明である。

時　　期：検出状況から９世紀代の年代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

ＳＸ４４（第９図）

位　　置：ＡＫ～ＡＬ－２

特　　徴：遺構の西半は調査区外となる。Ⅵ層を掘り込みⅤ層由来覆土が堆積する状況を確認

した。平面形状は不整方形を呈し、残存規模は東西で約３．４ｍ、南北で約２ｍを測る。検出状

況から竪穴住居跡の可能性が想定されたが、性格不明遺構として分類した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。

時　　期：検出状況より９世紀代の年代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

ＳＸ４５（第９図　図版４）

位　　置：ＡＭ－３～４

特　　徴：遺構の西側をＳＤ１に切られる。残存部分の形状は方形を呈し、残存規模は東西で

約１．５ｍ、南北で約２．６ｍを測る。Ⅵ層を掘り込みⅤ層由来覆土が堆積する状況を確認した。検

出状況から竪穴住居跡の可能性が想定されるが、性格不明遺構として分類した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。

時　　期：検出状況より９世紀代の年代と判断されるが、詳細な時期は不明である。

５　古墳時代の遺構と遺物
１　不明ピット

ＳＰ４１（第３７図　図版１５・３８）

位　　置：ＡＬ－２

特　　徴：長軸約５０㎝を測り、検出面からの深さ約１５㎝を測る。遺物の出土を要因として確認
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したため断面図は記録できず、出土状況のみ記録した。

層　　序：Ⅵ層上面で検出された。断面図は作成していないが、覆土はⅤ層由来の黒色シルト

質砂の単一層であった。

出土遺物：古式土師器（１４５）が出土した。１４５は古式土師器の高坏で、坏身内外面と脚部に細

いミガキが、脚部内面にはヘラナデが、底面にはナデが施される。坏身体部中位及び脚部外面

に黒班が確認される。

時　　期：出土遺物の１４５は、坏身形状・調整及び脚部の器形から判断して、古墳時代後期の栗

囲式期と判断されるため、遺構の年代も古墳時代後期と判断される。

６　遺構外出土の遺物（第３８図　図版３８）

　遺構外出土の掲載遺物について以下に列挙する。

　近代以降と判断されるカクランから、金属製品（１４６）・須恵器（１４７）が出土した。１４６は近

代の貨幣で、五十銭銅貨である。摩滅が著しい。鋳造年は大正１０年と判断される。１４７は刻書が

確認される須恵器蓋である。刻書は「×」状に観察できるが、字形は不明である。

　次に包含層中出土の遺物について、上層出土のものから順に列挙する。Ⅲ層からは陶器（１４８）

が出土した。１４８は、肥前系陶器の碗と判断される。

　Ⅲｂ層中からは、須恵器（１４９～１５０）が出土した。１４９は須恵器有台坏、１５０は須恵器壺であ

る。いずれもＳＩ３０・ＳＩ３１の南に位置するＡＫ－６グリッドからの出土である。

　Ⅴ層中からは、かわらけ（１５１）、須恵器（１５２）、施釉陶器（１５３～１５５）、赤焼土器（１５６）、弥

生土器（１５７～１５８）が出土した。１５１は口縁部にススが付着し灯明皿と考えられる。１５２は須恵

器甕の体部外面に刻書が確認される。字形は不明瞭だが、複数の文字が刻まれると判断される。

　１５３～１５５は古代の施釉陶器である。１５３・１５４は緑釉陶器、１５５は灰釉陶器である。１５４は京都

産と判断され、体部内外面に浅黄色の釉が薄く塗布される。碗もしくは皿の口縁部と判断され

る。１５３は京都産か猿投産か不明である。体部内外面に浅黄色の釉が薄く確認される。碗もしく

は皿の口縁部と判断される。１５５は瓶類の脚部もしくは口縁部と判断される。色調は灰白色を呈

す。１５６は赤焼土器坏で、器壁は薄く、内面に細い線状痕が確認される。

　１５７・１５８は弥生土器の壺体部と判断される。いずれもⅤ層中からの出土である。外面に平行

沈線の渦巻状文が施され、弥生時代中期と判断される。 
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※（　）内は本書掲載遺物番号 

（かわらけ） 

（土師器） 

（須恵器） 

（赤焼土器） 

Ⅰ 1（11） Ⅰ 2（13） Ⅰ 3（84） Ⅰ 4A（82） Ⅰ 4B（83） 

Ⅱ C（118） Ⅱ D1（93） Ⅱ D2（119） 

Ⅱ F1（142） Ⅱ F2（128） Ⅱ F3（96） 

Ⅲ A1（100） Ⅲ A2（99） Ⅲ A3（56） Ⅲ B1（111） Ⅲ B2（135） 

Ⅲ C1（124） Ⅲ C2（138） Ⅲ C3（149） Ⅲ C4（114） 

Ⅲ D（139） Ⅲ E（150） Ⅲ F（140） 

Ⅳ B1（156） Ⅳ B2（116） 

1:6

0 20cm10

第７図　かわらけ・土師器・須恵器・赤焼土器器形分類図 
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SD28堀跡土層注記 
1:10YR4/2灰黄褐色砂質シルト　10YR3/2黒褐色粘土（形状が明確でない）含む（50％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～10mm）に含む（2％）。下部に膜状酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。細礫含む。 
2:10YR3/2黒褐色細砂質シルト　10YR4/1褐灰色シルト粒状(径10～40mm）に含む（30％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～10mm）に含む（2％）。細礫含む。炭化物粒あり。管状酸化鉄斑紋あり。 
3:10YR3/3暗褐色粘土質砂　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（径5～20mm）に含む（3％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～20mm）に含む（1％）。細礫含む。炭化物粒あり。酸化鉄斑紋（構造明確でない）あり。 
4:10YR3/3暗褐色粘土質砂　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（径5～40mm）に含む（5％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径10mm）に含む（1％）。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径5mm）に含む（1％）。細礫含む。炭化物粒あり。酸化鉄斑紋（構造明 
　確でない）あり。 
5:10YR5/2灰黄褐色粘土　10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径5mm）含む（1％）。10YR5/3にぶい黄褐色細砂質粘土粒状（径20～40mm）に含む（20％）。10YR3/2黒褐色シルト質砂粒状（径5mm）に含む（1％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～ 
　20mm）に含む（5％）。細礫含む。炭化物粒あり。酸化鉄斑紋（構造明確でない）あり。 
6:10YR5/2灰黄褐色粘土　10YR3/2黒褐色砂質シルト混じる。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径3mm）に含む（1％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5mm）に含む（2％）。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。埋め立てる際に作業をしやすくするため平坦 
　にした層か？ 
7:10YR3/2黒褐色シルト質粘土　砂混じる。10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（50～60mm）に含む（50％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～60mm）に含む（10％）。これらブロックは層の傾斜に併せて帯状に分布する。ブロックの境界には膜状の酸化鉄 
　斑紋が局所的に分布する。細～小礫含む。 
8:10YR5/2灰黄褐色粘土　10YR3/2黒褐色砂質シルト混じる。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～10mm）に含む（1％）。炭化物粒あり。細礫含む。酸化鉄斑紋あり。 
9:10YR3/2黒褐色微砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（径5～10mm）に含む（30％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～20mm）に含む（2％）。細礫含む。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径3mm）に含む（1％）。炭化物粒（径10mm）あり。酸 
　化鉄斑紋あり。 
10:10YR3/2黒褐色微砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（径5～100mm）に含む（20％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～20mm）に含む（2％）。細礫含む。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径3mm）に含む（1％）。炭化物粒（径10mm）あり。 
　 酸化鉄斑紋あり。粒状構造のブロックは下方に偏る。 
11:10YR3/2黒褐色粘質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（5～60mm）に含む（30％）。帯状に分布する。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径20mm）に含む（2％）。炭化物粒（径10mm）あり。小亜円礫含む。酸化鉄斑紋あり。 
12:10YR3/2黒褐色細砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（5～20mm）に含む（5％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～10mm）に含む（1％）。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径5mm）に含む（1％）。細礫含む。炭化物粒あり。上部に管状酸 
　 化鉄斑紋あり。 
13:10YR3/2黒褐色粘質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（5～20mm）に含む（10％）。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径5～20mm）に含む（2％）。 
14:10YR3/2黒褐色細砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色粘土粒状（径5～10mm）に含む（1％）。炭化物粒あり。細礫あり。 
15:10YR3/3暗褐色微砂質シルト　ほぼ均質。10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径10mm）に含む（1％）。ただし粒状構造はっきりしない。細礫含む。亜円礫（径10～50mm）含む（2％）。炭化物粒あり。酸化鉄斑紋あり。 
16:10YR2/2黒褐色粘土　均質。自然堆積土。 
17:7.5YR3/1黒褐色粘土　上部の15との境界は砂質。ほぼ均質。亜円礫（径30～50mm）含む（2％）。砂混じる。炭化物粒あり。自然堆積土。SD1溝跡の上位の層と似る。 
18:10YR4/1褐灰色微砂質粘土　ほぼ均質。炭化物粒あり。酸化鉄斑紋あり。SD１溝跡4層と似る。 
19:10YR4/1褐灰色微砂質粘土　10YR3/1黒褐色砂質シルト粒状（径20mm）に含む（5％）。10YR5/3にぶい黄褐色細砂粒状（径5mm）に含む（1％）。 
20:10YR3/3黒褐色粗砂　砂礫層。亜円礫（径20～40mm）を含む。淘汰が悪い。酸化鉄斑紋で本来の色調判らず。古代の遺物を包含する。 
21:7.5YR4/1褐灰色微砂質粘土　ほぼ均質。細礫含む。酸化鉄斑紋あり。 
22:10YR2/2黒褐色粘土質砂　ほぼ均質。細礫含む。 
23:10YR4/1褐灰色微砂　亜円礫（径50～150mm）含む。10YR3/1黒褐色微砂粒状（径10mm）に含む。酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 
24:10YR3/2黒褐色シルト質砂　10YR3/1黒褐色微砂粒状（径20mm）にあり。10YR5/2灰黄褐色砂混じる。酸化鉄斑紋あり。 
25:10YR4/1褐灰色シルト質砂　亜円礫（径10～20mm）含む。植物根あり。ボソボソする。 
26:10YR3/2黒褐色シルト質砂　上部に植物根及び炭化物あり。亜円礫（径10～20mm）含む（25より少ない）。ボソボソする。 
27:10YR4/1褐灰色微砂　10YR5/2灰黄褐色砂混じる。酸化鉄斑紋あり。亜円礫（径40mm）含む。植物根あり。 
28:2.5Y6/3にぶい黄色砂　亜円礫（径50～100mm）含む。10YR4/1褐灰色微砂粒状（径10mm）に含む。細礫含む。酸化鉄斑紋あり。 
29:10YR4/1褐灰色微砂　10YR5/2灰黄褐色砂混じる。酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 
30:10YR5/3にぶい黄褐色砂　亜角礫（径50mm）含む。粗砂混じる。 
31:10YR5/3にぶい黄褐色砂　10YR4/1褐灰色微砂、10YR6/1褐灰色微砂の平行ラミナ発達。 
32:7.5YR4/1褐灰色微砂　10YR5/2灰黄褐色微砂粒状（径10～20mm）に含む（20％）。10YR2/1黒色細砂粒状（径10mm）に含む（10％）。 
33:10YR4/1褐灰色シルト質砂　砂混じる。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。ほぼ均質だが、ボソボソする。 
34:10YR3/2黒褐色シルト質砂　細礫あり。ほぼ均質。酸化鉄斑紋あり。 
35:7.5YR3/1黒褐色砂質シルト　砂混じる。細礫あり。ほぼ均質。酸化鉄斑紋あり。 
36:7.5YR3/1黒褐色砂質シルト　ほぼ均質。酸化鉄斑紋あり。35より粘質。 
37:10YR4/1褐灰色シルト質砂　砂混じる。酸化鉄斑紋あり。 
38:10YR4/1褐灰色粘質シルト　10YR7/1灰白色細砂粒状（径5mm）に含む（5％）。10YR2/1黒色細砂粒状（径10mm）に含む（5％）。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。 
39:10YR4/1褐灰色粘質シルト　ほぼ均質。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。 
40:10YR4/3にぶい黄褐色砂　10YR4/1褐灰色細砂の平行ラミナあり。酸化鉄斑紋あり。 
41:10YR4/1褐灰色砂　10YR4/3にぶい黄褐色砂混じる。酸化鉄斑紋あり。 
42:2.5Y5/2暗灰黄色細砂　7.5YR3/1黒褐色砂質シルト混じる。酸化鉄斑紋あり。 
4310YR1.7/1黒色粘質シルト　均質。 
44:10YR4/1褐灰色砂　10YR6/3にぶい黄橙色砂混じる。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。 
45:10YR3/3暗褐色砂　ラミナか？ 
46:10YR3/2黒褐色細砂　炭化物粒含む。10YR5/3にぶい黄褐色砂混じる。酸化鉄斑紋あり。 
47:10YR4/1褐灰色微砂　10YR6/3にぶい黄橙色砂（層起因）混じる。酸化鉄斑紋あり。 
48:7.5YR3/1黒褐色粘質シルト　ほぼ均質。SD1溝跡4層と似る。 
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Ⅳ　遺構と遺物

５０
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Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物

５３
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Ⅳ　遺構と遺物

５４

SP6土層注記 
1:10YR4/2灰黄褐色微砂質シルト　植物根あり。礫（径3～5cm）僅かに混じる。SP71層と近似。Ⅳ層と近似。 
2:10YR3/1黒褐色微砂質シルト　10YR2/2黒褐色細砂質シルト（Ⅴ層起因？）粒状（径10mm）に含む（20％）。 
　かわらけ埋納時の堆積土か？ 
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Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物

５６
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SP8土層注記 
1:10YR4/1褐灰色微砂質シルト　Ⅴ層ブロック（径5mm）含む（2％）。 
　酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 

SP16土層注記 
1:10YR4/1褐灰色微砂質シルト　円礫（径5～20mm）含む。Ⅴ層ブロック（径5～20mm）含む（5％）。 
　酸化鉄斑紋あり。 

SP9土層注記 
1:10YR4/1褐灰色微砂質シルト　細礫混じる。酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 
2:10YR4/1褐灰色微砂質シルト　1と似るがⅤ層のブロック（径20mm）を含む（5％）。 
3:10YR4/1褐灰色シルト質粘土　粗砂混じる。 

SP7土層注記 
1:10YR5/3にぶい黄褐色微砂質シルト　酸化鉄斑紋あり。 
　炭化物粒（径10mm）わずかに含む。Ⅳ層のブロック（径1～ 
　20mm）微量に含む。 

SP10土層注記 
1:10YR4/1褐灰色微砂質シルト　亜円礫（径5～20mm）含む。Ⅴ層ブロック（径20mm）含む（1％）。 
　酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 
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Ⅳ　遺構と遺物

５７

125.000m
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SS 12
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SP12土層注記 
1:10YR3/2黒褐色細砂質シルト　亜角礫（径100mm）含む。酸化鉄斑紋あり。 
　Ⅴ層のブロック（径20mm）含む。柱穴。 
2:10YR4/1褐灰色細砂質シルト　細礫混じる。ほぼ均質。酸化鉄斑紋あり。掘り方。 

SP11土層注記 
1:10YR4/2灰黄褐色微砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色微砂粒状（径5mm）に含む（5％）。 
　Ⅴ層を粒状に含む。酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 
2:10YR4/2灰黄褐色微砂質シルト　10YR5/2灰黄褐色微砂粒状（径5mm）に含む（5％）。 
　円礫含む。酸化鉄斑紋あり（1より少ない）。炭化物粒あり。 
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Ⅳ　遺構と遺物

５８

1:20

0 1m

1:40

0 1 2m

SI17竪穴住居跡土層注記 
1:10YR3/2黒褐色砂質シルト　遺物含む。管状酸化鉄斑紋含む。小礫混じる。 
2:10YR2/1黒色砂質シルト　1より砂質。管状酸化鉄斑紋あり。硬く締まる。小礫あり。遺物（小片）あり。 
3:10YR3/2微砂質シルト　2より緩い。管状酸化鉄斑紋あり。小亜円礫（径10～30mm）含む。遺物含む（下位の方が大きい）。 
4:10YR3/1黒褐色砂質シルト　遺物含む（上層より大きくなる）。亜円礫（径30mm）含む。管状酸化鉄斑紋あり。 
5:10YR5/2灰黄褐色砂　Ⅳ層起因。10YR3/2黒褐色砂質シルトブロック（径3～4mm）含む。管状酸化鉄斑紋あり。マンガン斑あり。 
6:10YR5/2灰黄褐色砂　5とほぼ同質。10YR3/2黒褐色砂質シルトブロック含む。5と同じか？ 

SI17竪穴住居跡カマド土層注記 
1:10YR4/1褐灰色細砂　10YR7/1灰白色シルトブロック（径3～5mm）含む。（10％） 
　　　　　　　　　　　10YR7/1灰白色シルトブロック（径10mm）含む（10％）。 
　　　　　　　　　　　カマド構築材の崩れか？ 
2:10YR2/1黒色細砂質シルト　焼土ブロック（径5～10mm）含む（10％)。 
3:10YR8/3浅黄橙色細砂　カマド袖材の残骸か？ 
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Ⅳ　遺構と遺物

５９
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Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物

６１
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SI22竪穴住居跡土層注記 
1:10YR2/2黒褐色砂質シルト　酸化鉄斑紋あり。炭化物粒含む。周溝付近はやや暗色。遺物含む。細礫あり。 

SI22炭化物範囲土層注記 
1:10YR2/2黒褐色シルト質細砂　中央部分に高物、焼土ブロック（径10mm大）含む（10％）。床面か？ 
2:2.5Y3/1黒褐色細砂　10YR3/1黒褐色シルトブロック（Ⅴ層）含む（30％）。貼床か？ 
3:10YR2/1黒色シルト　炭化物層の落ち込みピット状の堆積。 
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Ⅳ　遺構と遺物

６２

SI30土層注記 
1:10YR3/2黒褐色シルト　細礫含む。ほぼ均質。酸化鉄斑紋あり。 
　東側ではF4（Ⅴ層のブロック）含む。 
2:10YR3/2黒褐色シルト　F1より粘質。ほぼ均質。 
3:10YR5/2灰黄褐色砂　Ⅳ層。地山。 
4:10YR2/1黒色砂質シルト　均質。Ⅴ層下部。 
5:10YR3/2黒褐色砂質シルト　撹乱。 

SX38土層注記 
1:10YR3/2黒褐色砂質シルト　10YR7/2にぶい黄橙色細砂ブロック 
　（径5～10mm）あり。細礫あり。酸化鉄斑紋あり。 
2:10YR4/1褐灰色砂質シルト　ほぼ均質。 
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Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物

６４
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SI31竪穴住居跡土層注記 
1:10YR3/2黒褐色シルト質砂　炭化物粒あり。酸化鉄斑紋あり。遺物含む。砂ブロック混じる。 
　竪穴住居廃絶後の埋土か？ 
2:10YR3/2黒褐色シルト　F1より粘質。炭化物粒あり。砂混じる。遺物含む（F1より破片が大きい）。 
3:10YR3/2黒褐色シルト質砂　細礫あり。砂混じる。床構築時の土？ 

SI31竪穴住居跡カマド土層注記 
4:10YR3/2黒褐色細砂質シルト　10YR8/4浅黄橙色シルトブロック（径10mm）含む（5％）。炭化物粒（径5mm） 
　あり。煙道部の残りか？ 
5:10YR4/2灰黄褐色砂質シルト　炭化物及び焼土粒（径5mm）含む（10％）。床若しくは燃焼部か？ 
6:2.5Y6/2灰黄色シルト　炭化物粒含む（20％）。天井部若しくは袖部の崩落土か？ 
7:7.5YR7/6橙色シルト　炭化物及び焼土粒（径5～10mm）含む（20％）。天井部の崩落土か？ 

SP42土層注記 
1:10YR3/3暗褐色砂質シルト　細礫あり。酸化鉄斑紋あり。炭化物粒あり。 

SP35土層注記 
1:10YR2/2黒褐色粗砂　酸化鉄斑紋あり。炭化物粒（径5mm）含む（5％）。礫（径5～20mm）わずかに混じる。 
2:10YR3/1黒褐色細砂　下部に10YR5/2灰黄褐色細砂多く混じる。 

SP36土層注記 
1:10YR4/2灰黄褐色粗砂　中位に炭化物粒（径5mm）わずかに混じる。下方に2.5Y7/4浅黄色粗砂（Ⅵ層由来） 
　多く堆積する。 1:20
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Ⅳ　遺構と遺物

６５

124.600m
b b´ 

124.600m
a a´ 

SI40土層注記 
1:10YR3/3暗褐色細砂　管状酸化鉄斑紋含む（10％）。焼土ブロック若干混じる。 
2:10YR2/1黒色炭化物　10YR6/2灰黄褐色シルト板状に含む（20％）。焼土粒（径5mm）含む（3％）。カマド燃焼部残りか？ 
3:10YR3/1黒褐色細砂　10YR6/2灰黄褐色微砂ブロック（径10～20mm）含む（40％）。管状酸化鉄斑紋あり。住居貼床か？ 

SX34性格不明遺構土層注記 
1:2.5Y4/1黄灰色シルト質細砂　焼土粒（径５mm）含む（１％）。微砂の平行ラミナ発達。縁辺に酸化鉄斑紋を多く含む。 
2:10YR2/2細砂　下部に微砂の平行ラミナ発達。炭化物粒（径5mm）含む（１％）。 
3:10YR4/1褐灰色シルト　管状酸化鉄斑紋含む（10％）。粘性強い。 
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Ⅳ　遺構と遺物

６６

125

126

127

128

129

130

131

132
133

134

第３５図　ＳＩ３１竪穴住居跡出土遺物（１） 
1:3

0 10cm



Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物

６８

145

12
4.4
81
m

12
4.4
91
m

12
4.4
24
m

12
4.2
75
m

12
4.4
63
m

12
4.5
06
m

12
4.5
11
m

12
4.4
38
m12

4.4
52
m

12
4.4
24
m

12
4.2
75
m

12
4.5
17
m

12
4.6
37
m

12
4.4
14
m

12
4.6
05
m

SP41

1:3

0 10cm

1:10

0 50cm

第３７図　ＳＰ４１不明ピット・同出土遺物 



Ⅳ　遺構と遺物
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Ⅳ　遺構と遺物
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切
り

→
板

状
圧

痕
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
２３

．５
６６

９３
か

わ
ら

け
Ｆ

１
Ｓ

Ｐ
６

Ａ
Ｍ

－
１０

３３
３７

８７
Ⅰ

４
ａ

口
縁

部
に
わ

ず
か
に

煤
付

着
回

転
糸

切
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

２４
７４

．５
（
１１

０
）

か
わ

ら
け

Ⅴ
層

Ａ
Ｌ

－
５

３８
３８

１５
１

表
６
　
陶
磁
器
観
察
表（
１
）

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

特
徴

内
面

特
徴

外
面

特
徴

器
高

底
径

口
径

産
地

不
明

不
明

鉄
釉

　
卸

目
鉄

釉
　

ロ
ク

ロ
ナ

デ
→

ケ
ズ

リ
１６

６
１１

４
（
２９

１
）

擂
鉢

陶
器

検
出

面
Ｓ

Ｄ
２８

Ｘ
－

０
２７

１４
１

口
縁

～
体

部
　

産
地

不
明

不
明

卸
目

→
ナ
デ

　
鉄

釉
ロ
ク
ロ
ナ
デ

　
鉄

釉
－

－
（
３４

０
）

擂
鉢

陶
器

Ｆ
Ｓ

Ｄ
２８

Ａ
Ｍ

－
２

２７
１４

２
口

縁
部

　
産

地
不

明
不

明
卸

目
　

鉄
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

　
鉄

釉
－

－
－

擂
鉢

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ
２８

Ａ
Ｆ

－
２

２７
１４

３
雷

文
植

物
文

　
扇

文
？

３０
（
３８

）
（
８０

）
蓋

磁
器

検
出

面
Ｓ

Ｄ
２８

Ｘ
－

０
２７

１４
４

広
東

碗
　
１８

世
紀

後
半

底
部

内
面
も
施

釉
。

畳
付

無
釉

。
見

込
み

底
面

に
「

寿
」

梅
花

紋
６６

５６
（
１１

１
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
２８

Ａ
Ｈ

－
２

２７
１４

５

広
東

碗
　
１８

世
紀

後
半

高
台

内
面

施
釉

　
畳

付
無

釉
圏

線
　

見
込

内
面

に
「

寿
」

山
水

文
？

６４
５９

１１
５

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
２８

Ａ
Ｉ

－
２

２７
１４

６



Ⅳ　遺構と遺物

７１

表
６
　
陶
磁
器
観
察
表（
２
）

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

特
徴

内
面

特
徴

外
面

特
徴

器
高

底
径

口
径

内
外

面
染

付
高

台
内

面
施

釉
　

畳
付

無
釉

圏
線

　（
見

込
底

面
に

）
不

明
文

圏
線

　
蝶

文
６１

４６
（
１１

０
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
２８

Ａ
Ｈ

－
２

２７
１４

７

底
面

に
ピ

ン
痕

？
１

箇
所

あ
り

高
台

内
面

施
釉

植
物

文
染

付
－

（
１３

７
）

－
皿

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ
２８

Ａ
Ｉ

－
２

２８
１４

８
回

転
糸

切
り

　
無

釉
無

釉
六

曜
文

？
－

３０
－

徳
利

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ
２８

Ａ
Ｇ

－
２

２８
１４

９
口

縁
部

不
明

口
縁

部
の

み
施

釉
植

物
文

？
－

－
（
７８

）
花

瓶
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
２８

Ａ
Ｇ

－
２

２８
１４

１０
漆

継
ぎ

痕
跡

あ
り

　
呉

器
手

茶
碗

不
明

透
明

黄
釉

透
明

黄
釉

－
－

（
１０

８
）

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

２８
２０

２５
全

面
に

施
釉

、
陥

入
目

立
つ

　
呉

器
手

茶
碗

黄
白

色
釉

黄
白

色
釉

黄
白

色
釉

－
（
４９

）
－

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
５

２８
２０

２６

畳
付

以
外

全
面

無
釉

　
陥

入
目

立
つ

　
呉

器
手

茶
碗

畳
付

無
釉

　
高

台
内

面
施

釉
黄

白
色

釉
黄

白
色

釉
－

４７
－

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
５

２９
２０

２７

高
台

内
面

に
灰

釉
灰

釉
灰

釉
－

４４
－

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

２９
２０

２８
唐

津
鉄

絵
碗

無
釉

灰
釉

灰
釉

　
鉄

絵
６８

４６
１０

４
碗

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

３
２９

２０
２９

不
明

ロ
ク
ロ
ナ
デ

　
鉄

釉
鉄

釉
－

－
（
１０

９
）

筒
型

茶
碗

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｌ
－

７
２９

２０
３０

鉄
釉

　
体

部
下

半
ケ

ズ
リ

鉄
釉

－
－

－
天

目
茶

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

２９
２０

３１

不
明

鉄
釉

　
底

面
ケ

ズ
リ

鉄
釉

－
－

（
１１

４
）

天
目

茶
碗

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
２９

２０
３２

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

→
ケ

ズ
リ

－
－

（
１２

０
）

天
目

茶
碗

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

３
２９

２０
３３

鉄
絵

菖
蒲

文
無

釉
鉄

釉
　

鉄
絵

鉄
釉

５４
４２

．５
１３

２
向

付
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
４

３０
２０

３４
志

野
菊

皿
　

長
石

釉
　

ピ
ン

留
め

痕
３

箇
所

　
１７

世
紀

前
半

高
台

内
長

石
釉

長
石

釉
長

石
釉

３１
６６

１２
１

皿
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
４

３０
２０

３５

唐
津

　
蛇

の
目

釉
剥

ぎ
　

銅
緑

釉
１７

世
紀

末
ナ

デ
銅

緑
釉

灰
釉

３６
．５

（
４５

）
（
１２

８
）

皿
陶

器
Ｆ

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｌ
－

３
３０

２０
３６

御
深

井
向

付
　

胎
土

目
痕

　
陥

入
目

立
つ

無
釉

灰
釉

灰
釉

３２
７０

（
１３

５
）

皿
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
６

３０
２０

３７
高

台
内

外
無

釉
ロ

ク
ロ

ナ
デ

灰
釉

８３
５４

８７
火

入
陶

器
Ｆ

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
２９

２０
３８

唐
津

擂
鉢

　
底

～
体

部
回

転
糸

切
り

卸
目

ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

に
指

頭
痕

－
（
１２

４
）

－
擂

鉢
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
４

３０
２０

３９

青
磁

碗
　

龍
泉

窯
Ｅ

類
か

　１
５～

１６
世

紀
代

不
明

施
釉

口
縁

部
に

沈
線

－
－

－
碗

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｌ
－

６
２９

２１
４０

外
面

染
付

　
１７

世
紀

末
～
１８

世
紀

代
高

台
内

面
施

釉
　

畳
付

部
分

無
釉

無
文

植
物

文
５５

．５
３５

（
１０

２
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

３０
２１

４１

外
面

染
付

　
１７

世
紀

末
～
１８

世
紀

代
不

明
無

文
口

縁
部

に
圏

線
　

一
重

網
目

文
－

－
（
９８

）
碗

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

３
３０

２１
４２

外
面

染
付

不
明

無
紋

松
竹

梅
文

－
－

（
１０

０
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
６

３０
２１

４３

外
面

染
付

高
台

内
側

に
圏

線
畳

付
部

分
無

釉
無

文
植

物
文

　
高

台
に

圏
線

５５
４６

（
１０

５
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
２

３０
２１

４４

内
面

染
付

不
明

草
花

文
？

無
文

－
－

（
１２

８
）

皿
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
７

３０
２１

４５
内

外
面

染
付

高
台

内
面

施
釉

草
花

文
草

花
文

－
４６

－
皿

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
３１

２１
４６

外
面

染
付

　
１８

世
紀

代
高

台
内

面
無

釉
無

文
植

物
文

　
畳

付
無

釉
５１

（
３４

）
（
７２

）
小

坏
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
６

３１
２１

４７

外
面

染
付

　
産

地
不

明
高

台
内

面
無

釉
無

釉
　

ロ
ク

ロ
ナ

デ
山

水
文

　
外

面
の

被
熱

著
し

い
１８

６
５６

２７
徳

利
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
２

３１
２１

４８



Ⅳ　遺構と遺物

７２

表
６
　
陶
磁
器
観
察
表（
３
）

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

特
徴

内
面

特
徴

外
面

特
徴

器
高

底
径

口
径

内
面

無
釉

無
釉

無
釉

染
付

－
（
６８

）
－

合
子

？
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

３１
２１

４９

回
転

糸
切

り
鉄

釉
ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
ケ

ズ
リ

→
鉄

釉
３３

（
６８

）
（
９０

）
小

碗
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３２
２２

６３

唐
津

擂
鉢

　
口

縁
部

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

（
３６

０
）

擂
鉢

陶
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

５
Ａ

Ｍ
－

９
３２

２２
６４

唐
津

擂
鉢

　
底

部
回

転
糸

切
り

卸
目

ロ
ク

ロ
ナ

デ
－

（
１６

５
）

－
擂

鉢
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３２
２２

６５
唐

津
擂

鉢
　

底
部

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
（
１２

４
）

－
擂

鉢
陶

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１ ０

３２
２２

６６

１７
世

紀
後

半
不

明
網

目
文

　
見

込
に

圏
線

二
重

網
目

文
－

－
（
１０

０
）

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３２
２２

６７

１７
世

紀
末

～
１８

世
紀

代
高

台
内

面
施

釉
　

畳
付

無
釉

無
文

四
方

襷
文

　
松

竹
梅

文
５２

（
４０

）
（
９８

）
碗

磁
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

５
Ａ

Ｍ
－

９
３３

２２
６８

１７
世

紀
後

半
高

台
内

面
施

釉
　

畳
付

無
釉

桔
梗

文
圏

線
－

（
４４

）
－

碗
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３３
２２

６９

�
州

窯
か

不
明

圏
線

　
飛

雲
文

圏
線

－
－

（
１４

２
）

皿
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
９

３３
２２

７０
内

面
に

染
付

　
初

期
伊

万
里

山
水

文
無

文
３３

４６
（
１１

８
）

皿
磁

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３３
２２

７１
白

色
釉

　
畳

付
無

釉
白

色
釉

白
色

釉
－

（
６２

）
－

碗
陶

器
Ⅲ

層
Ａ

Ｍ
－

３
３８

３８
１４

８

口
縁

部
　

京
都

産
か

猿
投

産
か

不
明

不
明

緑
釉

緑
釉

－
－

－
皿

施
釉

陶
器

Ⅴ
層

Ａ
Ｊ

－
２

３８
３８

１５
３

口
縁

部
　

京
都

産
か

不
明

横
位

に
施

釉
横

位
に

施
釉

－
－

－
皿

施
釉

陶
器

Ⅴ
層

Ａ
Ｊ

－
２

３８
３８

１５
４

脚
部

と
推

定
　

口
縁

部
の

可
能

性
あ

り
不

明
灰

釉
灰

釉
－

（
８６

）
－

瓶
施

釉
陶

器
Ⅴ

層
Ａ

Ｌ
－

２
３８

３８
１５

５

表
７
　
瓦
観
察
表

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

内
面

外
面

厚
さ

短
軸

長
軸

布
目

圧
痕

　
ケ

ズ
リ

ナ
デ

２２
〔
６４

〕
〔
９３

〕
丸

瓦
黒

瓦
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
７

２８
１９

１６
布

目
圧

痕
ナ

デ
１９

〔
７８

〕
〔
６８

〕
丸

瓦
黒

瓦
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
４

２８
１９

１７
ナ

デ
ナ

デ
１８

〔
１１

８
〕

〔
１１

７
〕

平
瓦

黒
瓦

Ｆ
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
２

２９
１９

１８
ナ

デ
ナ

デ
２０

〔
６３

〕
〔
５５

〕
平

瓦
黒

瓦
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

２９
１９

１９
ナ

デ
ナ

デ
２０

〔
５５

〕
〔
９４

〕
平

瓦
黒

瓦
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
４

２９
１９

２０
布

目
圧

痕
ナ

デ
２４

〔
７１

〕
〔
１３

４
〕

丸
瓦

黒
瓦

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

５
Ａ

Ｍ
－

９
３２

２２
６１

ナ
デ

ナ
デ

２３
〔
８１

〕
〔
６５

〕
平

瓦
黒

瓦
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
５

Ａ
Ｍ

－
１０

３２
２２

６２



Ⅳ　遺構と遺物
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表
８
　
石
製
品
観
察
表

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

内
面

外
面

厚
さ

短
軸

長
軸

ス
レ

ー
ト

〔
１３

〕
〔
４８

〕
〔
１１

６
〕

硯
石

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
３１

２１
５０

研
磨

研
磨

９
２５

２７
円

盤
状

製
品

石
製

品
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
５

３１
２１

５１

流
紋

岩
（

石
英

安
山

岩
）　

断
面

半
円

形
の

溝
が

彫
ら

れ
る

不
明

〔
８０

〕
１０

６
（

径
）

－
五

輪
塔

空
風

輪
石

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
３１

２１
５２

石
英

安
山

岩
の

溶
結

凝
灰

岩
　

断
面

逆
三

角
形

（
薬

研
掘

り
）

の
溝

が
彫

ら
れ

る
不

明
〔
１０

７
〕

１０
９

（
径

）
－

宝
塔

石
製

品
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
４

３１
２１

５３

砂
岩

か
　

孔
径

８
㎜

２５
（

器
高

）
（
３２

）
（

底
部

径
）

２５
（

上
部

径
）

紡
錘

車
石

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

２
３２

２１
５９

１６
２９

３２
礫

石
製

品
Ｆ

２
Ｓ

Ｐ
６

Ａ
Ｍ

－
１０

３４
２４

８８
研

磨
痕

？
１７

３４
４６

礫
石

製
品

Ｆ
２

Ｓ
Ｐ

６
Ａ

Ｍ
－
１０

３４
２４

８９
２２

２５
３８

礫
石

製
品

Ｆ
２

Ｓ
Ｐ

６
Ａ

Ｍ
－
１０

３４
２４

９０
傷

３３
７１

８５
礫

石
製

品
Ｆ

２
Ｓ

Ｐ
６

Ａ
Ｍ

－
１０

３４
２４

９１
擦

痕
状

の
傷

あ
り

３１
３６

４１
礫

石
製

品
Ｆ

２
Ｓ

Ｐ
６

Ａ
Ｍ

－
１０

３ ４
２４

９２
（

印
面

）
縦
２９

㎜
×

横
２６

㎜
　

字
形

不
明

印
面

上
？

側
側

面
に「

↓
」状

の
線

刻
３８
（

器
高

）
－

－
印

石
製

品
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３５
２９

１０
４

表
１０
　
土
製
品
観
察
表

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

内
面

外
面

軸
径

最
大

径
長

さ
黒

瓦
の

丸
瓦

を
研

磨
具

に
転

用
研

磨
痕

跡
研

磨
痕

跡
２６

〔
５６

〕
〔
９３

〕
丸

瓦
転

用
土

製
品

土
製

品
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
６

２９
２０

２１
黒

瓦
の

丸
瓦

を
研

磨
具

に
転

用
研

磨
痕

跡
研

磨
痕

跡
２４
（

厚
さ

）
５５
（

短
軸

）
５８
（

長
軸

）
円

盤
状

土
製

品
土

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｌ
－

６
２９

２０
２２

黒
瓦

の
平

瓦
を

研
磨

具
に

転
用

研
磨

痕
跡

研
磨

痕
跡

１７
（

厚
さ

）
６３
（

短
軸

）
６４
（

長
軸

）
円

盤
状

土
製

品
土

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｌ
－

７
２９

２０
２３

黒
瓦

の
平

瓦
を

研
磨

具
に

転
用

研
磨

痕
跡

研
磨

痕
跡

１５
．５（

厚
さ

）
４６
（

短
軸

）
５０

．５（
長

軸
）

円
盤

状
土

製
品

土
製

品
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
６

２９
２０

２４
重

量
２
．６

ｇ
ナ

デ
１
．５

１０
２８

．５
管

状
土

錘
土

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

５
Ａ

Ｍ
－
１０

３３
２２

７２
重

量
３
．８

ｇ
ナ

デ
２

１２
２７

．６
管

状
土

錘
土

製
品

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

５
Ａ

Ｍ
－
１０

３３
２２

７３表
９
　
金
属
製
品
観
察
表

備
　

　
　

　
考

重
量

（
ｇ

）
計

測
値

（
㎜

）
器

種
種

別
層

位
遺

構
グ

リ
ッ

ド
図

版
挿

図
番

号
厚

さ
長

さ
永

楽
通

寶
２
．８

１
．２

２４
．４

貨
幣

金
属

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

４
３１

２１
５４

五
十

銭
銅

貨
　

大
正
１０

年
鋳

造
か

４
．８

１
２３

貨
幣

金
属

カ
ク

ラ
ン

カ
ク

ラ
ン

Ａ
Ｍ

－
１

３８
３８

１４
６



Ⅳ　遺構と遺物
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表
１１
　
土
師
器
・
須
恵
器
・
赤
焼
土
器
観
察
表（
１
）

分
類

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

内
面

外
面

器
高

底
径

口
径

Ⅲ
Ａ

３
ｅ

天
井

～
口

縁
部

全
体

静
止

糸
切

り
（

天
井

部
）

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
体

部
上

半
に

ケ
ズ

リ
２５

－
１４

０
蓋

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｍ

－
３

３１
２１

５５

Ⅲ
Ａ

３
ａ

天
井

～
口

縁
部

全
体

回
転

糸
切

り
（

天
井

部
）

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
体

部
上

半
に

ケ
ズ

リ
２５

－
（
１６

２
）

蓋
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

４
３１

２１
５６

Ⅲ
Ｂ

口
縁

部
　

外
面

に
「

皿
」

状
の

墨
書

有
り

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

－
坏

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｄ
１

Ａ
Ｌ

－
４

３１
２１

５７

Ⅲ
Ｂ

１
ａ

底
部

に
字

形
不

明
の

墨
書

有
り

回
転

糸
切

り
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
－

（
５０

）
－

坏
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｄ

１
Ａ

Ｍ
－

４
３２

２１
５８

Ⅱ
Ｄ

１
口

縁
～

体
部

横
位

ナ
デ

→
縦

位
ナ

デ
横

位
ヘ

ラ
ナ

デ
→

口
縁

部
指

ナ
デ

－
－

（
１８

８
）

鉢
土

師
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９３

Ⅱ
Ｄ

２
内

面
黒

色
処

理
葉

脈
痕

黒
色

処
理

→
ミ

ガ
キ

ケ
ズ

リ
→

ハ
ケ

メ
→

ナ
デ

－
（
７２

）
－

鉢
土

師
器

Ｙ（
炭

化
物

）
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９４

Ⅱ
Ｆ

３
ア

口
縁

～
体

部
不

明
横

方
向

ハ
ケ

目
縦

方
向

ハ
ケ

目
→

横
方

向
ナ

デ
－

－
（
２５

６
）

甕
土

師
器

Ｙ（
炭

化
物

）
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９５

Ⅱ
Ｆ

３
イ

ｃ
口

縁
～

底
部

葉
脈

痕
横

方
向

ハ
ケ

目
→

ヨ
コ

ナ
デ

縦
方

向
ハ

ケ
目

→
横

ナ
デ

３３
９

（
８９

）
（
２３

１
）

甕
土

師
器

Ｙ（
炭

化
物

）
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９６

Ⅱ
Ｆ

３
ア

口
縁

～
体

部
不

明
横

方
向

ハ
ケ

メ
縦

方
向

ハ
ケ

メ
→

横
ナ

デ
－

－
（
２５

１
）

甕
土

師
器

Ｙ（
炭

化
物

）
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９７

Ⅱ
Ｆ

ｃ
体

～
底

部
葉

脈
痕

横
位

ハ
ケ

目
　

横
位

ナ
デ

ハ
ケ

目
　

火
ハ

ネ
？
に
よ
る
剥

離
顕

著
－

８７
．５

－
甕

土
師

器
Ｙ

Ｓ
Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３４
２８

９８

Ⅲ
Ａ

２
端

部
欠

損
の

た
め

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

（
１５

３
）

蓋
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３５
２９

９９

Ⅲ
Ａ

１
天

井
部

の
ヘ

ラ
切

痕
を

ナ
デ

調
整

か
回

転
ヘ

ラ
切

り
（

天
井

部
）

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

－
蓋

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３５
２９

１０
０

Ⅲ
Ｃ

３
？

口
縁

～
体

部
欠

損
の

た
め

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

（
１４

８
）

有
台

坏
？

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３５
２９

１０
１

Ⅲ
Ｅ

肩
～

体
部

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

－
壺

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｍ

－
５

３５
２９

１０
２

Ⅳ
Ｂ

１
口

縁
部

～
体

部
不

明
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
－

－
－

坏
赤

焼
土

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
１７

Ａ
Ｎ

－
５

３５
２９

１０
３

Ⅲ
Ｂ

２
ａ

口
縁

～
底

部
回

転
糸

切
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

３６
６８

１４
０

坏
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｘ
１８

Ａ
Ｎ

－
６

３５
２９

１０
５

Ⅱ
Ｆ

ｃ
内

面
黒

色
処

理
葉

脈
痕

ミ
ガ

キ
ケ

ズ
リ

－
（
８２

）
－

甕
土

師
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１０
６

Ⅲ
Ａ

端
部

不
明

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
－

－
蓋

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１０
７

Ⅲ
Ａ

１
天

井
部

回
転

ヘ
ラ

切
り

（
天

井
部

）
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
－

－
－

蓋
須

恵
器

Ｙ（
焼

土
ブ

ロッ
ク
）

Ｓ
Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１０
８

Ⅲ
Ｂ

２
ｆ

口
縁

～
底

部
回

転
ヘ

ラ
切

り
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
３５

．５
７０

１４
０

坏
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１０
９

Ⅲ
Ｂ

２
ｆ

口
縁

～
底

部
回

転
ヘ

ラ
切

り
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
３１

（
７４

）
（
１４

６
）

坏
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１１
０

Ⅲ
Ｂ

１
ｆ

底
部

回
転

ヘ
ラ

切
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
（
５６

）
－

坏
須

恵
器

Ｙ
Ｓ

Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１１
１
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表
１１
　
土
師
器
・
須
恵
器
・
赤
焼
土
器
観
察
表（
２
）

分
類

備
　

　
　

　
考

特
　

　
　

　
徴

計
測

値
（

㎜
）

器
種

種
別

層
位

遺
構

グ
リ

ッ
ド

図
版

挿
図

番
号

底
部

内
面

外
面

器
高

底
径

口
径

Ⅲ
Ｂ

２
ｆ

底
部

回
転

ヘ
ラ

切
り

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ

ナ
デ

－
８０

－
坏

須
恵

器
Ｆ

１
Ｓ

Ｉ
２２

Ａ
Ｍ

－
４

３５
３２

１１
２

Ⅲ
Ｃ
２
�ａ

底
部

回
転

糸
切

り
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
－

８０
－

有
台

坏
須

恵
器

Ｆ
１

Ｓ
Ｉ
２２

Ａ
Ｍ
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Ⅴ　総括
１　調査の概要
　今回の調査は、市立第七小学校旧校舎解体工事並びに新規グラウンド造成工事に伴う「山形

城三の丸跡」「城北遺跡」の緊急発掘調査である。調査により近世・奈良～平安時代・古墳時代

の遺構及び遺物が確認された。遺物は、近世のかわらけや陶磁器、奈良～平安時代の土師器・

須恵器等を中心に出土し、整理用コンテナにして総量で８０箱を数える。以下、時期ごとの遺構

と遺物について概要を記す。

２　近世の遺構及び遺物について
　検出された近世の遺構は、溝状遺構５条、不明ピット９基である。

　遺構の概要を述べる。ＳＤ２８はその規模や検出位置から、山形城三の丸堀跡と判断された。調

査区範囲では、南半部分のみの検出であった。また、堀跡が折れ曲がる部分が確認された。出

土遺物は、近世後半から近代に至る時期の陶磁器が出土した。これらの遺物の年代から推定し

て、ＳＤ２８が堀跡としての機能を失い、近代以降に埋没していく過程で堆積した遺物と判断さ

れた。

　ＳＤ１及びＳＤ５の溝跡について述べる。まず、ＳＤ１については、土層断面の観察から複

数回の底面の変遷が推定された。出土遺物は１７世紀代初頭～後半の陶磁器が多く確認された。

中でも２９や３４などの茶陶や向付と考えられる遺物の出土が特筆される。ただし、出土陶磁器の

中には、近世末期以降と考えられる４８の産地不明磁器の徳利なども含まれるため、ＳＤ１は複

数回の底面の変更が行われつつ近世末期まで機能したものと推定した。ＳＤ５は、その規模や

検出位置からＳＤ１と同一の溝となる可能性があり、調査区の東に伸びると判断される。出土

遺物は１７世紀代初頭～後半の陶磁器が確認された。

　ＳＤ１・ＳＤ５のいずれも、覆土上層より上位に石組列が部分的に構築される。ＳＤ１の石

組列の年代は近世末期以降と判断され、双方の石組の機能年代が同時期まで新しくなると仮定

するならば、ＳＤ５の機能年代もＳＤ１と共に近世末期まで降る可能性が推定される。ＳＤ１

およびＳＤ５は、その規模から三の丸屋敷地内の区画溝として構築された溝と推定されるが、

調査区内で屋敷建物跡と判断される遺構は確認できなかった。

　次に不明ピットについて述べる。不明ピット群のＳＰ７～１２・１６は、ＳＤ１に併行して軸線

が揃い、概ね等間隔に配置される様相で検出され、ＳＤ１に関連する施設の柱穴と想定した。し

かし、いずれのピットからも近世の遺物は出土せず、そのために、近世のどの時期の遺構か、

どのような構造物の柱穴となるのかは不明であった。それぞれの形状や深さは不統一で、いか

なる性格の柱穴跡であったかは課題が残る。

　ＳＰ６不明ピットは、ＳＤ５の南側で確認された。ＳＰ７～１２・１６と平面形態は類似するが、

２枚のかわらけを重ね合わせた組み合わせが複数組、遺構底面に配置した状況を留めたままの

出土状況で、特異な様相のピットであった。その検出状況から、意図的にかわらけが埋納され

た遺構と判断した。三の丸内の整備に伴う地鎮などの祭祀行為を行った遺構と推定される。か
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わらけの器形は１７世紀前半のものと判断され、遺構の年代も同様に１７世紀前半と判断される。

　次に、上記の内容をふまえ、山形城絵図の内容と発掘調査結果について検討する。近世初頭

の「最上家在城諸家中町割圖」（図版４０）、あるいは幕末期の「水野氏時代山形城内絵図」（図版３９）

等の絵図によれば、本調査区周辺は三の丸堀が下条口から肴町口にかけて東西方向に走る部分

と想定された。加えて絵図の中で、堀は肴町口の手前で北へ折れ曲がる描写がされている。本

調査区の北に隣接する「みつばち公園」は三の丸堀を埋め立てた名残といわれ（樋口・木村１９８０）、

堀跡推定箇所の一つであった。今回の発掘調査で初めて堀跡の存在とその規模を確認し、かつ

堀跡が北へ曲がる部分を特定でき、城絵図に描かれた堀と、遺構としての堀跡の位置を特定す

る根拠として、三の丸堀跡について新知見を得ることができた。

　一方、今回の調査では城絵図の内容との矛盾点も残された。絵図には堀跡の内側に土塁が描

かれるため、その存在が想定された。しかし今回の調査区では、土塁と判断される痕跡、また

は土塁基底部の土層堆積等は確認されなかった。ＳＤ１がＳＤ２８に近接して所在することから

も、土塁があればＳＤ１が存在し得ないため、ＡＫ～ＡＭ－２～３グリッドの区域では、堀に

隣接して土塁は所在しないと判断された。ＡＫ－３グリッド以西は調査区外のため、土塁の有

無については不明であった。

３　奈良～平安時代の遺構及び遺物について
　近世以降の遺構面を精査後に、下層の遺構の調査を行った。今回確認された奈良～平安時代

の遺構は、竪穴住居跡が５棟、性格不明遺構が６基であり、竪穴住居を主体とする集落が検出

された。遺構の検出状況は、遺構検出面の上層にⅤ層が厚く堆積し、かつ近世～現代の撹乱も

多く、確認された竪穴住居跡のうち、全体の規模を確認できたものはＳＩ３１のみであった。Ｓ

Ｉ３１・ＳＩ１７・ＳＩ４０の竪穴住居跡からはカマドもしくはカマド推定範囲が確認された。それ

らのうち北壁に確認されたものはＳＩ３１・ＳＩ４０、東壁に確認されたものはＳＩ１７であった。い

ずれの住居跡でも、カマドもしくはカマド推定範囲周辺に遺物が集中して出土する傾向がうか

がえた。

　出土遺物から判断して、竪穴住居の推定時期を古いものから列挙すると、ＳＩ３１（９世紀代

第１四半）→ＳＩ２２・ＳＩ３０（９世紀代第２～３四半）に変遷すると判断された。ＳＩ１７とＳ

Ｉ４０は、どちらも９世紀代前半の年代と判断したが、遺構の年代については明確にできなかっ

た。

　出土遺物で特筆すべきものは、ＳＩ１７の覆土１層中から１０４の石製「印」が出土した。その形

状や出土状況から判断して、ＳＩ１７出土遺物と同時期かあるいは年代が降る可能性があり、９

世紀代の年代が推定される。その規格が小型な事から「公印」ではなく「私印」と判断された。

「印」がいかなる目的でこの場所に持ち込まれ、どのように利用されたかは不明であり、今後

の検討課題である。

　他には１５３～１５５の施釉陶器がⅤ層中から出土した。施釉陶器は近隣の双葉町遺跡からも出土

している（山形市教育委員会２００４ｂ）。これらは遠隔地からの搬入品である。特殊な遺物と判断
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される印や施釉陶器などの、城北遺跡およびその周辺の遺跡から出土する要因についても、周

辺遺跡の調査結果とも併せ、検討が必要と考える。

４　古墳時代以前の遺構及び遺物について
　古墳時代の遺構は、ＡＬ－２グリッドのⅥ層上面でＳＰ４１が検出された。１４５の土師器高坏が

出土し、その形状及び調整から判断して古墳時代後期の栗囲式期の土器と判断される。

　そのためＳＰ４１の時期も古墳時代後期と判断される。ＳＰ４１以外には古墳時代と判断できる

遺構は検出されなかった。他には古式土師器の破片がＳＤ２８やＳＤ１の覆土やⅤ層中から出土

したが、小破片のため掲載していない。

　さらに古い時期の遺物として、１５７・１５８の弥生土器がⅤ層中から出土したが、これらの時期

に該当する遺構は確認できなかった。

　本調査区にて確認された古墳時代以前の遺構はＳＰ４１のみだが、近隣の双葉町遺跡からは古

墳時代前期の竪穴住居跡や、古墳時代に後続する７世紀代の竪穴住居跡が確認されている（山

形市教育委員会２００５）。そのため、古墳時代の集落は、城北遺跡の周辺で時期によって地点を変

えながら断続的に営まれたものと推定される。
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図版１

調査区遠景（南から）

調査区南側完掘状況（北西から）



図版２

ＳＤ２８（ＡＪ～ＡＫ－１）北壁断面（南から）

ＳＤ２８（ＡＦ－１～３）西壁断面（南西から）



図版３

ＡＫ－８西壁断面（東から） ＡＫ－７西壁断面（東から）

ＡＮ－５～６東壁断面（北西から）

ＡＮ－６～７東壁断面（南西から） ＡＫ－８西壁断面（北東から）



図版４

ＳＸ４５完掘状況（西から） ＡＩ～ＡＪ－２Ⅴ層完掘状況（東から）

ＡＪ－３南壁断面（北から） ＡＪ－２南壁断面ラミナ検出状況（北から）

ＡＬ－１０西壁断面（東から） ＡＪ－２南壁断面（北から）

ＡＫ－６西壁断面（東から） ＡＭ～ＡＮ－４Ⅳ層精査状況（南西から）



図版５

ＳＤ２８（ＡＩ－１～２）底面検出状況（西から） ＳＤ２８精査状況（東から）

ＳＤ２８（ＡＩ－１～２）東壁断面（南西から）

ＳＤ２８立上がり部分（ＡＩ－２）東壁断面（南西から） ＳＤ２８（ＡＩ－１～２）断面（南から）



図版６

ＳＤ２８（ＡＫ－１～２）断面（南西から） ＳＤ２８（ＡＫ－１～２）精査状況（南西から）

ＳＤ２８（ＡＫ－１～２）断面（西から）

ＳＤ２８精査状況（西から） ＳＤ２８記録作業風景（南西から）



図版７

ＳＤ２８完掘状況（南西から）

ＳＤ２８底面完掘状況（西から） ＳＤ２８完掘状況（東から）

ＳＤ２８（ＡＩ～ＡＫ－１～２）完掘状況（東から） ＳＤ２８（ＡＪ～ＡＭ－１～２）完掘状況（南西から）



図版８

ＳＤ２８範囲確認調査西側トレンチ断面（南から） ＳＤ２８範囲確認調査西側トレンチ断面（南西から）

ＳＤ２８範囲確認調査東側トレンチ断面（南西から）

ＳＤ２８範囲確認調査東側トレンチ断面（南から） ＳＤ２８範囲確認調査東側トレンチ掘削作業風景（南西から）



図版９

ＳＤ１（ＡＬ－８）断面（北から）

ＳＤ１（ＡＬ－７）断面（北から）



図版１０

ＳＤ１（ＡＬ－５）断面（北から）

ＳＤ１（ＡＬ－４）断面（北から）



図版１１

ＳＤ１（ＡＬ－６南）断面（北東から） ＳＤ１（ＡＭ－３）精査状況（東から）

ＳＤ１（ＡＬ－６中央）断面（北東から）

ＳＤ１（ＡＬ－７～８）精査風景（南から） ＳＤ１断面記録作成風景（東から）



図版１２

ＳＤ１（ＡＬ～ＡＭ－４）断面（南から）

ＳＤ１（ＡＭ－２）断面（北から） ＳＤ１（ＡＭ－２～３）精査状況（南から）

ＳＤ１（ＡＭ－２）石組検出状況（北から） ＳＤ１（ＡＭ－３）石組検出状況（北から）



図版１３

ＳＤ１（ＡＮ－２）東壁断面（西から） ＳＤ１（ＡＭ－２～３）完掘状況（北から）

ＳＤ１（ＡＭ－３）断面（南から）

ＳＤ１（ＡＭ－２）断面（南から） ＳＤ１（ＡＭ－２～３）完掘状況（南から）



図版１４

ＳＤ５石組検出状況（北から） ＳＤ５完掘状況（西から）

ＳＤ５東壁・ベルト断面（北西から）

ＳＤ５東壁断面（西から） ＳＤ５ベルト断面（西から）



図版１５

ＳＰ６遺物底面出土状況（東から） ＳＰ６完掘状況（東から）

ＳＰ６出土遺物（東から）

ＳＰ６断面（東から） ＳＰ６遺物出土状況（東から）



図版１６

ＳＰ９断面（東から） ＳＰ９石検出状況（東から）

ＳＰ１６石組検出状況（東から） ＳＰ８・ＳＰ１６完掘状況（東から）

ＳＰ８断面（東から） ＳＰ８・ＳＰ１６石組検出状況（東から）

ＳＰ７断面（東から） ＳＰ７完掘状況（東から）



図版１７

ＳＰ１２断面（東から） ＳＰ１２完掘状況（東から）

ＳＰ１１断面（東から） ＳＰ１１完掘状況（東から）

ＳＰ１０石検出状況（東から） ＳＰ１０完掘状況（東から）

ＳＰ９完掘状況（東から） ＳＰ１０断面（東から）



図版１８

ＳＰ７～１２・１６完掘状況（南から）

ＳＰ７～１２・１６完掘状況（北から）



図版１９

ＳＩ１７炭化物集中部ベルト断面（北東から） ＳＩ１７炭化物集中部ベルト断面（西から）

ＳＩ１７ベルト断面（北から）

ＳＩ１７ベルト断面（北西から） ＳＩ１７石製印出土状況（西から）



図版２０

ＳＩ１７遺物出土状況（西から）

ＳＸ１８遺物出土状況（南西から） ＳＩ１７・ＳＸ１８完掘状況（北西から）

ＳＩ１７炭化物集中部精査状況（西から） ＳＩ１７炭化物集中部床面検出状況（北から）



図版２１

ＳＩ２２完掘状況（西から）

ＳＩ２２炭化物層ベルト断面（北から） ＳＩ２２炭化物層ベルト断面（西から）

ＳＩ２２ベルト断面（南西から） ＳＩ２２床面検出状況（南西から）



図版２２

ＳＩ３０床面精査状況（東から）

ＡＫ－５～６Ⅲｂ層精査状況（北から） ＳＩ３０ベルト断面（南東から）

ＳＩ３０床面検出状況（東から） ＳＩ３０完掘状況（北から）



図版２３

ＳＩ３１床面検出状況（北から）

ＳＸ３８完掘状況（北から） ＳＩ３１精査状況（北東から）

ＳＸ３８検出状況（東から） ＳＸ３８断面（東から）



図版２４

ＳＰ３６断面（北から） ＳＰ３６完掘状況（北から）

ＳＰ３５断面（西から） ＳＰ３５完掘状況（西から）

ＳＩ３１カマド検出状況（北から） ＳＩ３１カマド断面（東から）

ＳＩ３１ベルト断面（南から） ＳＩ３１カマド検出状況（東から）



図版２５

ＳＩ４０内ピット断面（東から） ＳＩ４０内ピット完掘状況（南から）

ＳＩ４０・ＳＸ３４断面（南から）

ＳＩ４０礫・遺物出土状況（南から） ＳＩ４０精査状況（南から）



図版２６

ＡＫ～ＡＭ－２Ⅴ層完掘状況（北から） ＡＫ～ＡＭ－２Ⅴ層完掘状況（西から）

ＳＰ４１遺物出土状況（南から）

ＳＰ４１底面遺物出土状況（南から） ＳＰ４１完掘状況（南から）



図版２７
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図版２８
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図版２９
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図版３０
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図版３１
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図版３２
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図版３３
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図版３４
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図版３５
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図版３６
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図版３７
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図版３８
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図版３９

下条口 

肴町口 

本丸 

『水野氏時代山形城内絵図』/個人蔵（S＝約1：4,000）

調査区 



図版４０

下条口 

肴町口 

本丸 

『最上家在城諸家中町割圖』/山形県立図書館蔵（S＝約1：4,000） 

調査区 
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